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（午前１０時１分 開会） 

○三好義治委員長 ただいまから、総務建

設常任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、松本委員

を指名します。 

 先日に引き続き議案第１号所管分及び

議案第１０号所管分の審査を行います。 

 それでは、質疑に入ります。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 おはようございます。 

 それでは、幾つかお聞きしていきたいと

思います。 

 最初に、市民税等の関係をお聞きしたい

んですけれども、この間、税の事務につき

ましては、いろいろと不祥事等があった後、

市民税課の業務の期間、時期的な集中など

の問題が指摘されてきて、人事異動等の工

夫であるとか、または廃棄業務の民間委託

等をやってこられてきたと思います。 

 その点、この間の取り組みを含めて、年

度末から年度当初に税の業務が非常に集

中している状況にあるかと思いますが、そ

の点の取り組みをお聞きしたいと思いま

す。 

 それから、もう１点、収納事務事業が前

年までは市民税課所管となっていたもの

が、納税課所管に変わっています。その点

の理由等をお聞かせいただけたらと思い

ます。 

 税の関係、１点目は以上です。 

 続いて、情報政策課に対してお聞きいた

します。 

 予算概要の１４ページにありますが、個

人情報保護審議会委員報酬が、前年比２倍

の１８万円ほど計上されております。その

意味合い、それから令和３年度、審議会の

開催状況、その内容、そして、令和４年度

にどのようなことが行われるのか、その点

をお聞かせいただきたいと思います。 

 三つ目に、同じく情報政策課で予算概要

の２２ページにあります情報管理につい

てでございます。 

 行政のデジタル化などで、いろいろな業

務を進められていく中、庁内のインターネ

ット回線の状況であるとか、セキュリティ

の強化を進めていくと、主要事業でもその

ように説明されていたかと思います。 

 具体的な取り組みというのはどういっ

たものなのか。計上された数字を見ますと、

システム構築委託料が５，３００万円増額

され、業務調査委託料４４５万５，０００

円が新たに計上されていますので、そのこ

とを含めてお教えください。 

 ４番目も、同じく情報政策課で、ＤＸ推

進事業についてです。 

 この点については、先日の委員会でも既

に様々な議論が交わされております。重複

はできるだけ避けるようにしたいと思い

ますが、主要事業には３点ほどご説明があ

りました。 

 手続のオンライン化、ペーパーレス化な

どの自治体ＤＸ化の推進、スマホ、タブレ

ットを活用したスマート窓口の導入、自治

体専用チャットツールの全庁展開とあり

ます。 

 重複は避けながらですけれども、具体的

な取り組みと、こうしたＤＸ推進事業にお

いて期待される効果、令和４年度は、取っ

かかりに近い年になるかと思いますが、取

り組みについてお聞かせいただきたいと

思います。 

 ５点目は、資産活用課に対しての質問で

す。 

 これは予算概要の９８ページになりま

すが、市営住宅長寿命化計画改定業務委託

料５９６万２，０００円となっています。
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市営住宅の長寿命化計画については、平成

２５年度に１０年間の期間を設けた計画

が策定をされています。令和３年度もしく

は令和４年度が最終の年になるかと思い

ます。 

 市民の大事な良質で低廉な住宅の供給

という役割と同時に、市民の財産、老朽化

等々の対策や、建て替えの方針等も示され

ていましたが、現行の計画の到達点、それ

から新たに策定していこうとされている

この市営住宅の長寿命化計画について、進

め方とその内容についてお聞きいたしま

す。 

 次に、予算概要の９９ページ、前後して

申し訳ございませんが、市営住宅管理事業

についてでございます。地域の大変重要な

役割を担う拠点でもあって、自治体などを

中心とした運営委員会にその管理を委託

されているかと思います。 

 管理料について、令和３年度は上乗せの

部分ですが、コロナの対応等がありまして、

月額の管理料が引き上げられていたかと

思います。 

 令和４年度に関しても、コロナの状況と

いうのが大きく変化しているわけではな

いと思いまして、感染防止という観点から

はやはりいろいろなことがあると思いま

す。光熱水費等の値上がりについては、今

のウクライナ情勢等を見るところ、やっぱ

り負担も大きくなってくるんではないか

と思いますが、この管理料について、令和

３年度の引き上げ分はどうなるのか、お聞

かせいただきたいと思います。 

 次に、道路交通課です。 

 公共交通整備事業について、予算概要８

６ページ、主要事業一覧で行きますと、１

２番目に記されています。市内公共交通基

本計画検討支援業務委託、これについては

代表質問でも弘議員が質問をいたしまし

た。 

 学識経験者、関係部局職員が議論をして

いくということでありますが、具体的にど

ういうメンバーを想定されておられるの

か、また、その中に、バス会社などの交通

事業者等は含まれないのか。また、市民の

参加や意見を聞く場などが設けられるの

か、現在、取り組まれている公共交通アン

ケートの結果等をどのように反映されて

いかれるのか、お聞きしたいと思います。 

 都市計画課についてです。都市計画マス

タープランの策定事業について、策定委託

料３１４万２，０００円が計上されており

ます。この点については、前回の議論等も

ありましたので、要望にしておきたいと思

いますが、摂津市のまちづくりの基礎とな

る理念を決めるマスタープランでありま

すが、この間、台風や地震により市内でも

多くの被害が出ました。また、鳥飼地域で

はグランドデザインが進められておりま

すが、まちづくりの考え方そのものが大き

く変わってきております。 

 先日、ＮＨＫでも放映されていましたけ

ども、津波浸水被害地域などの特定に対し

て、地域の住民の皆さんと一緒になって、

建物の管理であるとか、避難の方法等々も

議論されて、積み上げをしていらっしゃい

ます。 

 そういった面からも浸水被害のリスク

が高い摂津市でのマスタープランという

ことでございますので、住民参加の上、議

論を進めていただけたらと思います。その

点は要望しておきたいと思います。 

 それから、同じく都市計画についてです

が、新規事業としてあります、予算概要９

２ページの３Ｄ都市モデル活用事業につ

いてです。 



- 5 - 

 

 ６０８万９，０００円が計上をされてお

ります、国府支出金として２９４万５，０

００円いうことで、一定数上がっておりま

す。 

 その事業内容、それから、国との関わり

を含めてお教えください。 

 建築課についてでございます。建築課に

ついては、震災対策事業についてでござい

ます。こちらも要望しておきます。 

 大阪府が今年度末で制度を終了するそ

うですが、本市として令和４年度も継続さ

れるという点では大変評価したいと思い

ます。 

 また、ブロック塀の安全対策、撤去して

安全を図るということについては、これま

で既にいろいろ啓発事業もやっていただ

きながら、前に進まないというところでや

っぱり課題があるかと思います。 

 せっかく摂津市が安全なまちづくりと

いうことで、ブロック塀撤去補助金の制度

を残したということです。例えば、池田市

は生垣とか、軽量のアルミの塀を造る上に

ついても補助をしておりますが、そのよう

な踏み込んだ工夫を検討していただきた

いと思っています。先日の委員会では、通

学路を職員が自ら周りながら啓発されて

いるというお話がありました。 

 非常によい取り組みだと思いますので、

そういった啓発事業と併せてブロック塀、

危険なブロック塀の撤去と安全を図るま

ちづくりに向けた努力をしていただきた

い。これは要望としておきたいと思います。 

 それから、あともう一つ、水みどり課に

対して、公園の問題です。公園の遊具の問

題や公園の在り方については、いろいろと

議論もしてまいりましたが、公園はやはり

まちの顔でもあります。子育て世代から高

齢者の皆さんが集う、そして、そこにつな

がりが生まれてまちが活性化していくと

いう大事な施設という観点で、それぞれの

公園が今どのように使われているのか、遊

具の問題も含めて、地域に応じて、もしく

はこれからのまちづくりに応じて特徴づ

けた公園の整備計画を、ぜひつくっていた

だきたいということだけ申し上げておき

たいと思います。 

 １回目、以上とさせていただきます。 

○三好義治委員長 公園の件は要望でい

いですね。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 はい。 

○三好義治委員長 それでは、答弁を求め

ます。 

妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 それでは質問番号１

番、市民税課の課税業務に関わりますこと

につきまして、市民税課からお答え申し上

げます。 

 まず、委員からもお話がございましたよ

うに、個人住民税の当初課税事務におきま

しては、事務量も多く、市民税係の職員の

時間外勤務時間が１月から５月に集中す

ること、また、近年の度重なる税制改正等

によります課税事務及び収納事務の業務

負担が増加しているといった状況がござ

います。 

 その中で、平成３０年度に生じた還付誤

りなどといった事務処理ミスの防止と時

間外勤務の負担軽減及び削減というのが

課題となっておりまして、その取り組みと

いたしまして、人員増ということはなかな

か難しいところがございますので、この事

務が集中するようなときに対応するため

に、令和３年の１月から令和５年１２月ま

での複数年契約で、市税の業務委託を実施

しております。 
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 特に１月から３月に時間外勤務の負担

軽減が図られたところが顕著に出ており

ます。 

 また、事務処理ミス防止といった観点で

は、職員でも当然ミス防止のためのチェッ

ク体制強化ということも行っております

が、委託業者も含めた複数で確認をすると

いうことにより、チェック体制の強化とい

うところに努めておるところでございま

す。 

 また、委託を実施いたしまして、時間外

勤務の負担軽減等が図られましたところ

で、職員に関しては、より人材育成を図る

とともに、専門的な知識を積み重ねるなど

のことを行ってまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬納税課長 それでは、２番目、税収

納事務を納税課に業務移管する理由につ

きまして、ご答弁させていただきます。 

 現在、税収納事務におきましては、市民

税課で行っておりますが、こちらにつきま

しては、口座振替などの銀行とのやり取り、

コンビニ収納、またスマートフォン決済な

どの税の納付の仕組みに関する業務を行

っております。 

 一方、納税事務におきましては、督促に

応じられない方への個別対応を行い、滞納

の回収を行うという、滞納管理の業務を行

っておるところでございます。 

 どちらの業務におきましても、目標とし

ては、全ての納税者が納期内納付を行って

いただくというミッションを設定し、業務

を行っております。現在におきましても、

課をまたがってはおりますが、一定連携し

て業務を行っているところでございます。 

 しかしながら、やはり課がまたがるとい

うところで、どうしても連携し切れていな

い部分があるということから、同一組織に

することで、同じ目標を設定し、事務に取

り組むということで、収納業務のより効率

化、また目標達成に対する推進を行ってい

くということから、納税事務、収納事務に

つきまして、納税課で行うということで考

えさせていただいております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 槙納部参事。 

○槙納総務部参事 それでは、情報政策課

に関わります、３点のご質問にご答弁させ

ていただきます。 

 まず１点目、個人情報保護審議会の報酬

につきまして、令和３年度と比較して、令

和４年度が２倍になっているというお問

いでございますが、こちらにつきましては、

個人情報保護審議会、令和３年度１０月１

日から施行ということで、令和３年度にお

きましては、２回実施させていただきまし

た。 

 令和４年度におきましては、年４回開催

を実施する予定としておりますので、報酬

を２倍の予算で要求させていただいてお

ります。 

 令和４年度におきましては、個人情報の

目的外利用、そういったものを審議会にお

いて、ご審議いただく予定としております。 

 ２点目の庁内のインターネットの状況、

そしてセキュリティの強化というご質問

でございます。 

 庁内のインターネットの状況、こちらに

つきまして、かねてから壁とか、そういっ

た遮蔽物によって電波が届きにくいとい

った状況が一部で見られました。そういっ

た現状を踏まえまして、無線の電波状況の

調査、新館、本管及び消防庁舎等で実施さ

せていただきました。 
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 結果としましては、おおむね電波状況は

良好でありました。各箇所に無線アクセス

ポイントを設置させていただいておりま

すが、そこにぶら下がるといいますか、利

用する端末が多ければ通信状況が快適で

ないという状況になっている現状がござ

います。 

 そういった結果を踏まえて、今後、ネッ

トワークの更新を予定させていただいて

おります。令和５年度となっておりますが、

そちらにおいて、今回の調査結果をしっか

り踏まえた上で対応をしていきたいと考

えております。 

 また、直接ではないですが、やはりイン

ターネットを利用してのコロナ禍の影響

もあり、ウエブ会議の利用が各課で活発に

行われております。そういったことから、

会議室並びに各フロアにおいての相談室

や小部屋がございます。そちらにおいてイ

ンターネットを有線で利用できる環境等

を整えたところでございます。 

 ３点目のＤＸ推進事業に係るお問いで

ございます。 

 代表質問でもご答弁させていただきま

したが、自治体のデジタルトランスフォー

メーション推進計画、こちらで２０２２年

度末を目途として、原則、全自治体の電子

手続について、マイナポータルのぴったり

サービスから実現することとされている

ところでございます。 

 一方、本市では早期に市民の方が使いや

すいオンライン化を推進するために、汎用

電子申請システムを導入させていただき

ました。 

 今後は、この二つのサービスを軸に進め

ていくこととなりますが、やはり推進に当

たっては優先順位の高いものや、利用者、

利用件数の多い手続、また他団体での好事

例を取り入れることなどを視点に、より市

民の利便性を高めるオンライン化に向け

て取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 ２点目は、タブレット、独自システムに

おいて、スマートフォン、タブレットを活

用したスマート窓口を推進するというこ

ととさせていただいております。 

 市民の方がやはり窓口に来て何度も同

じ申請書に住所だったり、名前であったり、

そういったものを書く手間を省くために、

市独自システムを導入したいと考えてお

ります。 

 先日の委員会でも答弁させていただき

ましたが、まずは庁内の４課において導入

させていただき、その結果を踏まえた上で、

業務対象課等を拡大していき、市民の方が

便利になったと実感していただけるよう

な、そういった窓口システムの導入を進め

ていきたいと考えております。 

 最後に、自治体専用チャットツールでご

ざいます。こちらにつきましては、令和２

年度に実証実験をさせていただきました。

令和３年度におきましては、一部導入とい

いますか、防災危機管理課であったり、あ

と人事課等で導入をさせていただきまし

た。 

 令和４年度におきましては、全職員に展

開するための予算を要求させていただい

ております。 

 この導入により、やはり意思決定の迅速

化、ペーパーレス化などにもつながるもの

と考えております。 

 こちらのチャットツールの導入につい

て、８８３自治体以上が現在において導入

しているという報告も受けております。や

はり、全職員に導入するというところで、

当課で取り組みを進めてまいりたいと考
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えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、資産活用

課に係ります市営住宅の長寿命化計画に

ついてのご質問にお答えさせていただき

ます。 

 本市におきましては、市営住宅の安全で

快適な住まいを長期にわたって確保する

という観点から、国が定めております公営

住宅等長寿命化計画策定指針に基づきま

して、平成２５年度に本市の長寿命化計画

を策定いたしまして、進行管理をさせてい

ただいております。 

 今回、新たに令和５年度からの計画を定

めるということで、令和４年度に進めてま

いります。これまでの計画の中で、老朽化

対策ということでございますけれども、一

津屋第１団地が平成２９年度に外壁等改

修工事を実施いたしまして、第２団地につ

きましては、令和元年度に外壁屋上防水等

の改修工事をこれまで実施してまいりま

した。 

 今後、三島団地につきましても、平成２

４年度に建築しておりますけれども一定

期間が経過しておりますので、新たに策定

いたします長寿命化計画の中で、老朽化対

策につきましても、定めてまいりたいと考

えております。 

 鳥飼八町団地につきましては、昭和５０

年に建築されて、もう５０年近く経過する

わけでございます。今回の計画改定の中で、

今後の鳥飼八町団地の在り方、方向性等に

つきましても考え方を示しまして、今後、

庁内議論等を行いながら進めてまいりた

いと考えております。 

 続きまして、集会所管理事業についての

お問いでございますが、令和３年度にこれ

までの管理委託料を見直し、以前は３万８，

０００円で実施させていただいておりま

したが、光熱水費の改定等に合わせまして、

３，０００円アップいたしました４万１，

０００円で委託料を改定し、合わせてこれ

までの新型コロナウイルスの感染症対策

に伴いまして、１万円を増額した５万１，

０００円で管理を行っていただいており

ます。 

 この分につきましては、令和３年度に限

った感染症対策に係る費用分ということ

で、増額させていただいております。令和

４年度につきまして、予算要求時点におき

ましては、光熱水費の基本料金部分相当額

としては、大きな変動がなかったというこ

とで、４万１，０００円で算出しておりま

すけれども、今後の変動等は注視してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、安藤委員の

ご質問にお答えさせていただきます。 

 令和４年度で実施する公共交通の在り

方検討会につきましては、市を取り巻く道

路及び公共交通の把握、また課題の調査、

分析を行い、今後の道路及び市内公共交通

の在り方を決めていくために、会議を進め

ていく内容となっております。具体的なメ

ンバーにつきましては、道路交通課が事務

局として建設部が中心となり、政策推進課

及び高齢介護課なども含めたメンバー構

成としております。 

 バス事業者等交通関係の事業者等につ

きましては、現在のところはメンバーの中

には含めておりません。ただ、会議を進め

ていく上で、その内容によっては参加依頼

をしていく可能性はあるかも分かりませ

ん。 
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 市民の参加につきましては、現在アンケ

ートを実施しております。そのアンケート

内容につきまして、今回の公共交通を検討

するに当たりまして、参考にできる内容と

なるか、その辺は反映するように取り組ん

でいきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、３Ｄ都市

モデル活用事業についてのご質問にお答

えします。 

 まず、３Ｄ都市モデルとは、簡単に申し

上げますと、地図を立体化したものでござ

います。この３Ｄ都市モデルにつきまして

は、令和２年度に国土交通省直轄事業によ

りまして、全国５６都市で先行して整備さ

れております。 

 この５６都市の一つに本市も選ばれ、３

Ｄ都市モデルが整備されておりますが、こ

の３Ｄ都市モデルを活用できる仕組みが

現在本市にはございません。 

 そのため、令和４年度は３Ｄ都市モデル

のほか、様々な情報を収集し、活用するた

めの基盤となるデジタルツインプラット

フォームを整備してまいります。 

 また、水みどり課で水路に設置を進めて

おります、水位計と連携させ、３Ｄ都市モ

デル上で水位がリアルタイムで確認でき

るようにし、その情報も公開してまいりま

す。 

 国との関わりについてでございますが、

令和３年度は、国主催の３Ｄ都市モデルの

整備・活用促進に関する検討分科会へ参加

し、様々な情報収集をしながら、３Ｄ都市

モデルの活用について検討してまいりま

した。 

 また、国費の要望のヒアリングも実施し

ておりまして、その中で令和４年度の本市

の取り組みをお伝えしたところ、非常によ

い取り組みであるとの評価を頂いており

ます。 

 こうしたやり取りを通じまして、国のほ

うとは今後の３Ｄモデルの活用に関しま

して、情報を共有できる関係が構築できて

いるものと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 まず、税に関することですが、何度も何

度も誤還付のことを質問しており、質問さ

れる側もつらいことだと思いますが、再発

防止に向けて様々な取り組みをされてい

るということです。 

 それから、その背景にある業務の集中で

あるとか、職員の過重の負担等々、緩和さ

れてきていると理解をしているところで

あります。 

 収納事務について、市民税課から納税課

に変わった趣旨については、柳瀬課長から、

今ご説明をいただきましたが、その点でも

市民税課の業務は削減されるということ

であります。一方で、納税課については、

これまでの言わば滞納されている方との

納税相談であるとか、分納等のやり取りも、

言わばルーチンといいますか、個別に市民

の方とコミュニケーションを図りながら、

理解を求めるということになっています。 

 業務の流れは似ていますが、その性格と

いうのは少し違うと思うんです。受け入れ

る側の納税課は、今度は逆に業務の集中と

いうことになりはしないかという心配が

あるんですが、その点の受け入れをされる

体制についてはどうなのか、２回目お聞き

をしておきたいと思います。 

 続いて、情報政策課についてです。 

 個人情報保護審議会について、昨年１０
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月から始まっているとのことです。今回、

１年分ということで４回が予定されてい

るというご説明でした。 

 内容としては、個人情報の目的外利用だ

ということでありますが、具体的に目的外

利用というのはどんなものなのか、お聞か

せいただきたいと思います。 

 それから、情報管理事業の電波の状況等

の調査であるとか、インターネットの回線

の状況等については、分かりました。 

 無線はもちろん便利でありますが、有線

での接続でより安定した、また安全が図ら

れる、そういった体制も考慮していただい

て、推進を図っていただきたいと思います。

要望とします。 

 デジタルトランスフォーメーション、い

わゆるＤＸ推進事業について、ご説明をい

ただきました。行政のデジタル化の中で、

非常に業務の効率化であったり、市民の皆

さんへのサービスの向上といいますか、利

便性の向上が大きく図られるということ

が期待されているかと思います。 

 同時に、気になっているのが、例えば、

庁内において全職員でのチャットツール

を進めていくという中で、デジタルの知識

であるとか、全職員が使いこなせるように

するために研修をされるというのは当然

のことだと思います。同時に、チャットに

よって、職員同士が顔を合わせて議論をし

たりということが減っていったりとか、そ

の辺のコミュニケーションそのものが、チ

ャット優位になっていくことが懸念され

ます。今すぐにはならないかと思うんです

けども、顔を合わせて言うべきことをチャ

ットで済ませてしまうということは、今度

新たなコミュニケーション不足を生みか

ねないのではないかと思います。 

 もしくはチャットによって誤解を生じ

る、例えば福渡副市長がよくおっしゃられ

ておりますコミュニケーションですが、相

手が分かるまで話をするとおっしゃって

います。そういったことが阻害されるので

はないかと心配されます。 

 それから、例えばＳＮＳでも、使い方次

第によっては、その言葉尻を捕まえた誤解

であるとか、誹謗中傷につながったりとい

うことで新たな問題を起こしかねないと

思われます。 

 メールのやり取りはこういう手法で、こ

ういう礼儀でというものについては、きち

んとやっぱり徹底を図る必要があるかと

思いますが、その点についてはどうなんで

しょうか、お聞きしたいと思います。 

 それから、意見として申し上げておきた

いと思いますが、行政のデジタル化を進め

ていく上で、利便性と同時に利便性を享受

できない、デジタルから取り残されてしま

う市民の方がいらっしゃいます。 

 基本的に市民サービスというのは、誰も

が同じような利便性を享受できなければ

いけませんが、そのデバイスによって受け

られないという方々に対しては、同等には

できません。デジタル面と同じようにきち

んとした対応をする必要があるかと思い

ます。その点については、ぜひ怠りのない

ように、取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 もう１点だけ、意見として申し上げるの

は、令和７年度に向けて自治体情報システ

ムの標準化・共通化が進められていて、随

時検討をされていると思います。 

 共通化・標準化によって自治事務として

執り行っている市独自の事業が、共通化・

標準化のシステムによって制限が加えら

れる可能性が危惧されています。 

 例えば、北陸地方の自治体では、住民の
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皆さんから実現を要望されたある施策に

対して、この標準化・共通化には見合わな

いのでできませんというということがあ

ったと聞いております。 

 その点、また、研究していただきたいと

思うんですが、本来の自治事務として、自

治体独自の役割、市民サービスについて、

標準化・共通化によって、阻害されること

がないようにしていただきたいと思いま

す。代表質問ではＲＰＡ等を活用するとい

うことでありましたけれども、ＲＰＡ活用

というのは、ルーチンの作業をやるという

ことだけになってしまうわけで、やはりき

ちんとしたシステムが組めるような国へ

の要望も含めて、制約のないようにする必

要があります。これはやはり摂津市だけで

なくて市長会等でもぜひ議論していただ

いて、地方自治体としての役割を果たせる

ようにしていただきたいということを申

し上げておきます。 

 情報政策課については、個人情報の目的

外利用についてお答えください。 

 続いて、資産活用課に対しての市営住宅

の長寿命化についてであります。１０年間

の計画、令和４年度が最終年ということで

あります。 

 今、ご説明いただいたように、公営住宅

の役割というのは非常に大きいと思うん

ですけども、とりわけここ数年、民間住宅

の老朽化が進んでいたり、市民の高齢化が

進んでいます。 

 台風や地震により、今まで住んでいた古

い賃貸住宅が建て替えであったり、取り壊

し等によって、住むところを奪われてしま

った。新しいところを探したいが、新しい

ところを探すと今度家賃が跳ね上がって

しまうということで、住宅困難者のことが

大きな問題になっています。 

 大阪府でも、住宅困難者への住宅手当の

制度が一定行われているということであ

りますが、やはり公営住宅がその受皿の一

つにならなくてはいけないと思っていま

す。 

 そこで、お聞きしたいのですが、現状で、

市内４か所、三島住宅、一津屋の第１団地、

第２団地、それから鳥飼八町住宅とありま

すが、この数年の間の入居募集人数、それ

に対して、入居申込み希望者はどのぐらい

の方がいて、倍率はどんな状況であったの

か、お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、集会所の管理事業については、

これも要望としておきますが、光熱水費３，

０００円の上乗せをそのまま継続という

ことで、恒常的なものになるかと思います

が、今年に入ってから、多くの市民の皆さ

んから電気代がすごい高くなっていると、

光熱水費の上昇についての相談事がふえ

ています。今後、さらに上がっていくこと

が予想されます。 

地域の大事な施設でもあります集会所

について、再編整備の検討を随時やってお

られるかと思いますが、情報デジタル化に

よってますますこういった地域での集会

所の役割というのは、増してくると思うん

ですね。 

 集会所に、きちんとしたデジタルのＷｉ

－Ｆｉなど、通信等の設備も整えることに

よって、地域で行政サービスの情報を得ら

れたり、もしくは地域で行政サービスを享

受すると、地域の中でのデジタル化を進め

ていくという上でも大事な拠点にもなる

と思うんです。 

 そういった議論も、ぜひ長寿命化計画の

中で考えていただきたいと思います。 

 この点は要望としときたいと思います。 

 光熱水費については、今、課長がおっし
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ゃったように、今後の推移も見極めていた

だきながら、柔軟に対応していただきたい。 

 今後、コロナの推移というのは、もちろ

ん収束に向かってほしいのはやまやまで

はありますけれども、やはり、あまり楽観

視することはできません。数が減ってきた

ら一遍に対策を怠ってしまったり、体制強

化に対しての手を緩めてしまうことによ

って、新たな波に対応し切れないといった

ことが続いております。 

 地域の皆さんが集まる、そして皆さんが

しっかりとコロナ対策を徹底しながら集

会所を適切に利用されておられます。 

 そういった中で、コロナの防止策の予算

を削るよということになったら、誤ったメ

ッセージになるんではないかと私は思い

ます。 

 その点は、そのコロナ対策について、予

算を伴った形でコロナ対策の注意喚起を

していただきたいと思いますが、どうでし

ょうか。これはお聞きしておきます。 

 公共交通整備についてであります、議論

は、基本的にはバス事業者等は入らないと

いうことであります。やはり、この公共交

通について、市民の移動や交通を保障する

というのは、憲法にも保障された幸福追求

権でもありますし、法の一つだとも思って

います。 

 高齢化が進んでいく中で、もしくは小さ

なお子さんを持つ子育て世代の方々も摂

津市に住み続けていただくという点では、

この交通の利便性を図ってて非常に重要

な役割だと思います。高齢者の移送サービ

ス、移動支援が始まりましたが、それにと

どまらない、公共交通としての議論を、摂

津市としてどうあるべきかというところ

で、まず理念からしっかりとした議論をや

っていただきたいと思います。 

 どうしても、事業者が入ってしまいます

と、従来的には利用者の減になるとか、運

転手の確保が難しいということになって

いきます。そうなりますと、今までの議論

の範疇でしかありません。 

 もちろん民間の方々の力を借りなけれ

ばやれない事業でありますが、まずは、行

政として、公共交通とはどうあるべきかと

いうような理念、そこの中には高齢者が地

域の中でいつまでも元気に活動するため

の移動支援をどう考えるのかという観点

で議論していただきたいと思います。そう

いった議論を強く求めておきたいと思い

ますし、今のセッピィ号ができる前は、相

当いろいろなアンケートもやられたと思

います。それから、セッピィ号ができた後

でも、利用者の方々にアンケートを取られ

ていました。 

 まちにいらっしゃる市民の皆さんの声

もぜひ把握しながら、どういった需要があ

るのかというのをつかんでいただきたい

と思います。それから、それに向けてどう

対応できるのかというところにつなげて

いただくようにお願いしときたいと思い

ます。 

 続いて、３Ｄ都市モデルについてです。

先日、杉山課長からも、少し聞き取りをさ

せていただいた中で、摂津市の地図で様々

な情報を入れて、システムを組むことによ

って、３Ｄで立体的に見せながら、ホーム

ページなどで閲覧できるということをお

聞きいたしました。 

 非常に、今後の展開が期待できるものだ

と思いました。先ほど防災とか水路とおっ

しゃいましたけども、私たちの日々の生活

の中でも、行政がしっかりとチェックを行

ったりすることのできるものになってい

く可能性があると思います。 
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 国との関係を連携も図りながら、慎重か

つ柔軟に検討していただいて、その都度、

市民の皆さんがどう活用できるのか、もし

くは市民サービスとして、これをどう利用

できるのかというのは、広く情報公開を図

り、また、意見を募集しながらやっていた

だきたいということだけ、申し上げておき

たいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

 柳瀬課長。 

○柳瀬納税課長 それでは、私のほうから

収納業務の移管における納税課業務の体

制につきまして、ご答弁させていただきま

す。 

 現在、収納業務を行っている市民税課職

員がそのまま納税課に異動いたしますの

で、体制的には問題ないものと考えており

ます。 

 現在、納税課で対応している滞納者の中

には、様々な事情により税の納付が困難な

方がおられるのは事実でございます。 

 一方、忙しい、または納める場所が近く

にない、時間がないなどの問題から、納め

忘れという形で滞納されている方もおら

れます。 

 本来、様々な事情により納付困難な方に

対して、寄り添った対応を行うためには、

納め忘れが起きない仕組みづくりが大切

であると考えております。 

 今回の組織改正によりまして、そういっ

た納め忘れが起きないような仕組みづく

り、具体的には収納チャネルの多様化や現

在行っておりますコールセンターなどの

業務におきまして、本来寄り添った対応を

するための人員がよりそちらの業務に時

間を割くことができるよう、全体的な体制

づくりになるものと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 槙納部参事。 

○槙納総務部参事 それでは、情報政策課

に係ります２点のご質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず１点目、個人情報の目的外利用につ

いてでございます。 

 個人情報につきましては、目的を明らか

にして、収集することが原則条例で認めら

れているもの以外は使えないということ

にはなっております。円滑な事務を行うた

め、例外的に目的外利用をする際に審議会

に諮ることとしております。 

 主なものといたしましては、市民を対象

といたしました各種アンケート調査とい

ったものがございます。令和３年度におき

ましては、道路交通課におかれます、アン

ケートのため住民基本台帳から住基情報、

それに基づいて、住所、氏名、そういった

ものを無作為抽出の中で市民の方にアン

ケートを行わさせていただいているとい

う、そういった利用をさせていただいてい

るものでございます。 

 ２点目につきましては、チャットツール、

こちらにつきまして、コミュニケーション

不足につながらないかというご質問でご

ざいます。 

 実は、チャットツールを利用したところ

で、各職員のアンケートを実施いたしまし

た。その中で、外部職場のある課におきま

しては、これまで電話でやり取りしていた

ことによって、やはり電話ですることをは

ばかっていたということがありましたが

相談事などについてチャットツールを使

うことによって、逆に活発に情報のやり取

りができた、意見交換ができたというよう

なところで、コミュニケーションが活発に

なったというような報告もございました。 
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 電話でしたら、不在で例えばメモを置い

たり、折り返しの電話を依頼することにな

りますが、チャットツールであれば履歴が

残るので、メッセージは伝えられますし、

そして、ＬＩＮＥをイメージしていただい

たらいいかと思いますが、その情報、連絡

のやり取り、履歴に残りますので、そうし

たところでも有効に活用できるものでは

ないかと考えております。 

 ただ、一方でやはり委員がおっしゃいま

すように、文字では伝わらないこと、そう

いったことは実際あるかと思います。そう

いったところは電話であったり、やはり対

面して伝える、その必要性は十分あると認

識しております。 

 最後に、リテラシーの向上になります。

こちらはやはりＤＸ活用するため、職員の

リテラシーの向上を図る必要性はあると

認識しております。令和４年度におきまし

ては、リテラシー向上のための自治体ＤＸ

一般研修であったり、オンラインサービス

一般研修、そういったものを計画しながら、

職員のリテラシー向上に向けた取り組み

も進めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、資産活用

課に係ります２回目のご質問にお答えい

たします。 

 まず、市営住宅のここ最近の入居申込み

状況についてのご質問でございますけれ

ども、直近２か年で申しますと、令和２年

度が一津屋第２団地で、抽選倍率が１０倍、

三島団地が２２倍と１７倍、令和３年度に

つきましては、一津屋第１団地で１４倍、

三島団地で２８倍、一津屋第２団地で７倍

という実績となっております。 

 続きまして、集会所管理委託料に関して

のご質問でございますけれども、令和３年

度に１万円、コロナ対策ということで、増

額させていただいておりますけれども、こ

ちらにつきましては、コロナ禍におきまし

て、換気等推奨しているということで、電

気料金がふえることや、また消毒液や集会

利用のシールドの購入費などの管理運用

をするために必要な部分を上積みさせて

いただいたものでございます。 

 コロナの影響で、従来利用にない除菌清

掃や集会所利用に当たっての運用管理で

負担をおかけしているといったことがご

ざいました。 

 この令和４年度は、その１万円の分は減

額ということにはなりますけれども、一方

で、消耗品の予算で令和３年度、令和４年

度もなんですけれども、従前より５０万円

アップさせていただきまして、手指の消毒

液や清掃用の消毒液に充てる分で、予算計

上させていただいております。 

 引き続き、適正に管理いただけるように、

注意喚起を図りながら、事務局とも連携を

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 税の収納業務が納税課に移るというこ

とで、答弁いただきました。 

 課長がおっしゃったように、納税課の従

来の滞納等、市民の方との丁寧な対応を図

っていただきたいと思います。同時に、や

はり税というのは、財政面で言えば一番基

本的な分野であって、しかも間違えが許さ

れないものです。市民の皆さんの所得に対

して、賦課をして税を納めていただくと、

その管理をするというような部署であり

ますので、また働く皆さんのモチベーショ

ンも保ちながら、健康も管理していただき
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ながら、適正な業務に努めていただきたい

ということを申し上げておきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 それから、個人情報保護審議会の目的外

利用について、通常の目的とは違うことに

利用される場合に情報保護審議会で適正

かどうかという議論をされるということ

だと理解いたしました。 

 これまで、自衛隊へ若い人たちの情報を

提供しているという問題について指摘を

してまいりました。 

 そういう点でも、やはり目的外利用とい

うこと、別の法律等で可能だということで

はなく、個人情報保護という観点からしっ

かりとした議論を審議会で行っていただ

きたい。 

 近隣各市で言えば、個人の情報がどのよ

うに使われて、どう活用されるのかいうこ

とを知る権利として、こういったことに使

われましたと、それから、もしくはそうい

ったことに利用してほしくないんであれ

ば除外申請をしていただくということに

取り組んでいる自治体があります。 

 行政のデジタル化で、個人情報がデジタ

ルとして活用され、利便性であるとか、業

務の効率化は進んでいくかと思いますが、

同時に個人情報の取り扱いというのは、今

まで以上に気をつけなければならないこ

とだと思います。やはり、個人情報の自己

コントロール権というのが、どう図られて

いくのかというのをしっかりと議論をし

ていただく必要があると思います。その点、

個人情報保護審議会の内容についてもし

っかりと皆さんに知っていただくという

ことをお願いしときたいと思いますので、

要望にとどめておきたいと思います。 

 それから、チャットツールなどの庁内の

デジタル化に関して、少し心配であること

を申し上げました。コミュニケーションに

ついて、私からも申し上げるまでもないこ

とだとは思いますが、子どもたちに携帯電

話が普及し始め、スマホになり、親はどう

やって使っているのか把握していないと

いうことで、学校ではスマホの使い方教室

などを実施された時代がありました。 

 これを使いこなせる職員たちがこれに

よって振り回されることがないように、コ

ミュニケーションの一つのツールとして、

メリットの面とデメリットの面、両面から

しっかりとした規定を設けていただいて、

それを運用していただきたいと思います。

リテラシーという点については、業務の効

率化をすることが目的ではなくて、業務の

効率化が、結果市民の皆さんの利益につな

がる、利便性だけでなく、市民の皆さんの

安全・安心にもつながっているという、そ

こにつなげるためのリテラシーをぜひ充

実させていただきたいと思います。こちら

も意見として申し上げておきたいと思い

ます。 

 次に、資産活用課の市営住宅です。この

２年間で、令和２年度は３回、令和３年度

も３回募集があって、一津屋第２団地の倍

率７倍を除けばいずれも１０倍以上と、二

桁の競争倍率となっています。 

 この間の傾向がどうなのか、把握はでき

ておりませんが、依然として、市営住宅、

公営住宅の入居希望者が多い、需要が多い

ということです。 

 老朽化した市営住宅、それから、まだ築

年数で言えば、耐用年数期間内にある住宅

といろいろあると思いますが、建て替えに

ついては、管理する戸数を減らすことがな

いようにしていただきたいと思います。現

状では２１０戸ですけれども、政策空家等

もあるということですし、当初のこの計画
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で近隣各市の自治体と比べると、市民あた

りの市営住宅の戸数からいうと、２１０戸

は少なく、２４０戸ぐらいは必要と書かれ

ていたかと思うんですね。 

 大阪府の住生活基本計画では逆に戸数

そのものが減らされていくような計画に

もなっていますが、摂津市内の府営住宅に

ついては、空き家がたくさんある公共特定

賃貸住宅が幾つかあります。 

 そういった意味では、これだけの市営住

宅の倍率があり、公営住宅を望んでおられ

る市民の方が多いということですので、大

阪府営の公共特定賃貸住宅の利用である

とか、それから摂津市営住宅の数そのもの

を減らさず、ふやす方向での議論をぜひや

っていただきたいと思います。 

 老朽化対策、長寿命化の主な論点は、や

はり先ほどお話がありましたように、屋根

の防水であるとか、外壁であるとか、主に

は外のハードの面での長寿命化の計画に

なっていくんだろうと思います。同時に、

住んでおられる方々の住宅内の設備の問

題等も、やはり経年劣化が進んできている

と思います。 

 多くお聞きするのは、基本的には公営住

宅の住宅内は入居者の負担だということ

でありますが、例えば三島住宅ではＩＨコ

ンロが入居したときから既に新品で入っ

ております。既に建設後１０年たって、そ

ろそろそれが故障してくることも考えら

れますが、その場合はかなりの金額がかか

るので、それが個人負担になってしまいま

す。 

 例えば、新居から入っておられる方は１

０年間使われてきましたが、中途で入居さ

れた方は５年目、６年目の古いそういった

ものを使いながら、どこかで故障してしま

う可能性があります。 

新規で入られる方と中途で入られる方

で市営住宅の設備の面での差が出てしま

うというようなことが指摘されているわ

けです。 

 それから建てつけの問題、隣の引き戸の

音が響いて、騒音の問題というのもいろい

ろなところから相談をいただきます。経年

劣化がどんどん進んでいくのは当然のこ

とではありますが、そこに新しく入られる

方を含めて、しっかりと入居されるときの

室内の状況を把握していただくことが大

事だと思っています。同時に、ＩＨコンロ

であるとか当初から設備が付けられてい

るものについては、そこはやはり摂津市と

してしっかりと補助をするということが

必要になってくるのではないかと思うん

です。 

 このことから、入居者の快適な生活を保

障するという点からの考えについて、１点

お聞きしたいと思います。 

 集会所につきましては、消耗品等の増額

で、消毒液等、確保するということであり

ます。コロナ対策は今までどおりしっかり

図ってほしいという注意喚起をしていた

だきながら、予算についても柔軟に検討し

ていただくことを求めておきたいと思い

ます。 

 公共交通につきましては、先ほど申し上

げたとおりでありますが、産官学連携での

シェアサイクルなど、公共交通、バスとか

動力系のものとは別に自転車を活用して

いくということで、条例に基づいていろい

ろ検討もされておられることと思います。

そういう意味では、自転車の利用について

も、安全に利用できるような体制を図って

いただきたいと思います。 

 矢羽根型路面標示というのが大分進ん

できました。ほかの近隣各市でもよく見か
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けます。大型のトラックが走っている道路

にも引かれていて、先日も、大きなトラッ

クが対面通行している中、その左端には自

転車が走っておられました。トラック同士

がすれ違うためには、矢羽根型路面標示も

踏まざるを得ないぐらいの車幅なんです。 

 子どももお母さんも非常に不安を覚え

ながら走行をされています。歩道が確保さ

れていれば歩道を走っていただく。歩道が

確保されていない場合はどうするべきな

のか。交差点ではどう対応するのか。やは

りこの矢羽根型路面標示、メリット面と同

時に、そのことによって危険が生じている

というような状況もぜひ把握をしていた

だきたいと思います。この間、何度も申し

上げていますが、その矢羽根型の路面標示

を含めた自転車の安全のルールの確認で

あるとか啓発というのは、あらゆる面でや

っていただきたいと思います。 

 コロナ禍であって集まる機会が非常に

減ってきているかと思いますけども、警察

だけにこの交通ルールの見守りを任すの

ではなくて、安全に自転車が通行できるま

ちをつくる。スペースを確保できれば一番

いいんです。それが一番だと思うんですが、

すぐには難しいというのも理解しており

ますので、このまちで住み続けようという

ようなメッセージを上げるためにも、安全

な講習等、啓発を図っていただきたいとい

うことは公共交通と併せてお願いしてお

きたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、市営住宅

に係りますご質問でございますけれども、

住宅内の設備に関しての内容のご質問で

あったかと思います。 

 入居いただく際に、様々、制度の案内等

をさせていただいておりまして、その中で、

住まいのしおりというものをお配りさせ

ていただいております。 

 その中に住宅の修繕についてという項

目がございますけれども、修繕につきまし

て、一定、指定管理者のほうで負担いただ

くものと、委員からもございました、入居

者で負担いただくもの、それぞれの区分に

応じてお示しさせていただいております。 

 先ほど、中途で入られる方、新規で入ら

れる方の差といったこともございました。

今後、市営住宅によって経年劣化等もござ

いますので、市で補助といったご質問では

ありますが、その部分につきまして、現時

点ではそういった制度は設けておりませ

ん。他市での事例等も研究もさせていただ

きまして、あと、ほかの部局等で他の制度

が活用できるのかどうかといったことも

含めまして、研究してまいりたいと考えて

おります。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 このぐらいにしておきたいと思います

が、市営住宅について、もちろん入居者の

費用負担については入居のしおり等で細

かく分類されております。 

 同時に、先ほども質問の中で申し上げま

したように、新規で入られる方、途中から

入られる方、それぞれやっぱり入居のとき

の条件が異なっております。入居される際

には、ぜひ、その中身についてきっちりと

確認をしていただいた上でやっていただ

きたいというのがまず一つです。 

 同時に、府営住宅では今度、風呂釜につ

いては大阪府で持つとか、給湯器について

も設置を進めていくなどという改善も図

られていると聞いております。 

 やはり入居者が高齢化していく、承継の
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条件も緩和されてきてはおります。住んで

おられる方、それから良質で低廉な住宅を

求めている方がたくさんいらっしゃると

いう中で、市営住宅の役割を果たしていた

だく上でもぜひ検討していただいて、何ら

かの補助の制度等をやっていただきたい。

もしくは公平性が保てるようなルールづ

くりをしていただきたいということを申

し上げておきたいと思います。 

 私からは以上です。 

○三好義治委員長 室内換気のために、暫

時休憩します。 

（午前１１時１１分 休憩） 

（午前１１時１７分 再開） 

○三好義治委員長 野口委員。 

○野口博委員 そうしましたら、順番に質

問させていただきます。 

 最初に、先日の１日目でも議論された財

政問題についてということで、先般、厚生

労働省がこの３０年間で働く方の賃金を

見た場合、３０年前に比べて実質で下がっ

ているんだという報道がなされました。 

 この間、コロナ感染拡大も含めて一層、

暮らしや市内事業所もきつくなってきて

います。 

 そんな中で、今日改めて財政状況を議論

しながら、これまで何回も申し上げており

ますけれども、ぜひ、この摂津市の財政を

活用して市民の暮らしを守ってほしいと

いうことで、まず、財政問題について議論

していきたいと思います。 

 そこで、まず、個々の項目についてお答

えいただきたいと思います。 

 個人市民税、補正予算（第１５号）で４

億円の増額補正をして４７億円を超えま

した。令和４年度当初予算では４６億円を

超えています。僕の記憶では、個人市民税

が４７億円を超えるのは令和２年度と２

年だけなんです。 

 ２０００年度から二十数年間見ていま

すと、過去最大の個人市民税になっている

ということと、行政経営戦略の中で、令和

４年度８万７，１８３人をピークにという

ことで人口推計をなされてて、３５年後の

２０５７年に７万１，４０９人に減少する

ということの中で、今後、個人市民税につ

いてどう見ているのかというのが一つで

す。 

 二つ目、法人市民税です。市民一人当た

りの法人市民税でいうと、大阪府下で３１

市中一番で、貴重な財源であります。 

 令和元年度の決算ベースで見ますと、法

人市民税の中で、１号から９号法人があり

ますけども、大企業、いわゆる８号、９号

法人が占める税額は６０％であります。ご

承知のとおり、法人市民税率が引き下げら

れてきましたが、そういう関係も含めてど

んどん基礎自治体のこの法人市民税が減

っておりますけれども、この法人市民税を

どう見ているのか、これが二つ目です。 

 三つ目は地方特例交付金、今回１億３，

２００万円、当初予算では計上されていま

す。 

 住宅ローン控除だとか、環境性能割の絡

みで、その後の減った分を国が面倒みると

いう制度でありますけども、その状況につ

いて、３点目として聞いておきます。 

 次に、地方交付税です。令和３年度は、

国税もふえた関係で、当然その財政規模は

大きくなりますから、それに絡んで地方財

政も大きくなるという関係性の中で、地方

交付税の今後の見通しについてどう見て

いるのか、これが４点目であります。 

 次に、５４ページに、基金の繰入金が今

回４０億円を超えました、その数字が出て

います。令和２年度は当初組んだ２０億円
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を超える繰入金がゼロとなりました。令和

３年度を見ていますと、事業進捗を含めて

ゼロになる可能性が高いと思われます。そ

うしますと、令和元年度基金残高が１５１

億円になりますけども、これを超えるとい

うことになってきます。 

 僕の計算では、１７０億円を超える基金

に達するという計算になるんですけども、

令和３年度のこの基金残高の見通しにつ

いて、財政全般との兼ね合いでご答弁いた

だけないかと思っています。 

 次は市債の問題であります。 

 これまで、市債と基金繰入と元金償還、

それと毎年の起債の関係で、市としてはい

ろんな決まり事を持ってこの間進めてき

ていますが、この２年間は新たな起債が元

金償還金を上回るという財政運営を行っ

てきています。 

 一方では、この市債だけ見れば、どんど

ん減少しているという中で、財政運営をな

さっていると思います。計算をしますと、

２０００年度決算ではいわゆる一般会計、

下水道会計、水道会計、全部の会計を含め

て、総額１，０８７億円ありました。市民

一人当たり１２７万円でありました。これ

が決算では、令和４年度当初、現在は総額

４８１億円でありますので、市民一人当た

り５５万４，０００円になります。４３％

に市債は減少してきているという関係が

ありますので、財政運営上のこの市債のこ

とについて、どのように考えているのかお

聞きします。 

 以上、財政問題については最初にご答弁

いただきたいと思います。 

 次は、予算概要３９ページですけども、

社会資本整備総合交付金があります。 

 単純な質問で申し訳ありませんけども、

平成２２年度より国の各事業に対する個

別補助金から一括してこういう交付金の

形式に変わりました。 

 そこでお尋ねしますけども、今回も１２

項目の社会資本整備総合交付金がありま

す。これが、平成２１年までの個別補助金

から一括に変わったという中で、摂津市の

財政上どのように見たらいいのかという

質問であります。 

 次に、コロナ対策についてお聞きします。 

 ３９ページにコロナ関連の対策補助金

なども国の補助事業ということで計上さ

れています。 

 これまでコロナ対策についてもっと財

源を使って市独自の対策を行うべきとの

立場でものを言ってきました。 

 そこでお尋ねしますが、令和３年度、今

回の補正時点で、いわゆる持ち出しについ

てどう見ているのか、令和３年度のコロナ

対策全般の費用はどう見ているのかとい

うことをお答えください。 

 併せて、昨年１２月の国の補正予算にお

いて、臨時交付金が１兆２，０００億円組

まれまして、摂津市の配分額は２億４，０

００万円を超えました。この活用を含めて、

今回当初予算には新たなコロナ対策が含

まれておりませんけども、どうする予定な

のか。３月２９日に第１回定例会は終わり

ますけども、令和４年度としてコロナ対策

をどう展開されるのかについてお答えい

ただきたいと思います。 

 次に、予算概要８６ページのフォルテ摂

津自動車駐車場管理事業で、まもなく地下

駐車場などが機械化されます。 

 これまでの人的な管理から、業務委託に

よって機械化されて、これまで都市開発に

お願いしてきた仕事が、どんどん委託化の

中で機械化されて、雇用が奪われていきま

す。 
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 これまではこういう経過についていろ

いろ質問してきましたけども、高齢者の皆

さんにとって、大事な収入源になっており

ます。 

 そういうことを含めて、機械化と働いて

いる方々の待遇問題についてお答えいた

だきたいと思います。 

 次に、予算概要８６ページの千里丘駅前

広場管理事業です。２点あります。 

 一つはですね、ＪＲ千里丘駅西口の再開

発との関係で、東口と一体で活性化を図っ

ていくということで、令和８年度の完成時

点で東口も対応しようかという話が進ん

でおります。一方で、ＪＲ千里丘駅前のタ

イルがどんどんはがれていっております。 

 これをあと５年間待つのはどうかと思

いますので、計画をつくっていただいて、

より早く環境整備をやってほしいという

ことで、これは要望しておきます。 

 もう１点は、ＪＲ千里丘駅東口の開発は

平成５年の９月に完成をいたしました、こ

のときは、本市の６５歳以上人口が４，１

４２人でありました。今、令和２年１０月

１日が２万２，２９９人、約５，４倍に６

５歳以上の方がふえました。そんな中で、

そのときにつくられた施設設計の中で、タ

クシー乗り場の問題であります。この改善

をぜひやってほしいという要望が行政に

届いています。 

 先ほど申し上げた５．４倍に高齢者人口

がふえているわけで、やっぱり本市の玄関

口でもありますし、人が一番多いところに

なりますので、ぜひ要望に答えていただい

て、関係機関との協議もきちんとしていた

だいて、対応できるように頑張ってほしい

ということで、要望にしておきますので、

よろしくお願いいたします。 

 予算概要８８ページの道路管理につい

て、生活道路問題であります。いつも議論

していますけども、３月に入りましていろ

んなところでさまざまなインフラの改修

工事が行われております。 

 その中で、マンホールがやっぱり危ない

と、少し出っ張っていますので、若干の段

差があります。何回も申し上げてきました

けども、最近は道路上にあるマンホール等

の蓋、この管理と改修についてどうされて

いるのか、確認の上でお聞かせをいただき

たいと思います。 

 予算概要９０ページの千里丘三島線の

拡幅の問題です。 

 今年度ようやく実施設計をして、来年度、

工事を行うということです。 

 これも香露園１号線の話で、大型車規制

との関係ですが、これを拡幅し、千里丘の

ガードから市役所に行く大型車の規制に

ついて解除するという中で検討しようか

ということがこれまでの話でありました。

解除されても、香露園１号線の大型車規制

問題についてはなかなか単純にいかない

という答弁でありましたけれども、やっぱ

りきちっと取り組んでいただきたいと思

います。 

 それと、柳田橋周辺で、特に朝はたくさ

んの児童・生徒が通学している状況で、特

に雨の中、大変であります。それも含めて、

香露園１号線の安全対策について、きちっ

と地元と相談していただいて、いい方向に

向かうようお願いいたします。これについ

て答弁いただきたいと思います。 

 併せて、この拡幅問題に関連して、心配

なのは、いろんな公共事業が行われます。

今回はこの拡幅整備によって余った土地

を活用することも検討いただきたいんで

すが、どんどん幅が狭くなって活用もでき

ないという事態になっています。 
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 そういう点では、公共事業に協力する権

利者の方々が、それによって損をしないよ

うに、残地も活用できるという状況をつく

るために一回絵を描いていただきたいと

思いますので、これについても答弁いただ

きたいと思います。 

 予算概要９２ページの特定空家対策事

業に関連してお尋ねします。 

 最近、相談も多くて、いろいろ担当者に

は対応していただいて感謝もしておりま

すが、この前頂いた資料を見ますと、自治

体がいわゆる特定空家を含めて財産を整

理するために財産管理人の選任の申し立

てとかを含めて、法的な措置を要請できる

んだという答弁がありました。昨年６月の

ガイドラインの改正に伴って、今の国全体

の動きも含めて答弁いただきたいと思い

ます。 

 最近よく、土地・家屋を含めてそういう

相談と併せて、その方々は家が狭い中で、

別の地域の駐車場に車を置いているわけ

です。そういうことについて、いわゆる動

産の処理ができなくて、関係する駐車場の

方々はわざわざ自分でお金を払って手続

を進めていくということです。そういう動

産について、このガイドラインの改正に伴

う問題も含めてお尋ねしておきます。 

 公園の問題です。 

 いろんな議論をしてきておりますけれ

ども、楽しい遊具を摂津市も計画的につく

ってほしいということです。遊具設置年次

計画とかいろいろあると思いますけども、

ぜひ、この遊具については、行政全体とし

て検討いただきたいと要望しておきます。 

 あと、集会所問題に関連して１点だけで

す。各集会所にインターネット環境をつく

れないものかと思います。 

 各個人はインターネットでアクセスも

できますし、いろんな情報を発信できます。

本市は、５０か所近い集会所がありますの

で、この各集会所へのインターネット環境、

これを利用したまちづくり、住民自治の発

展についてどうなのかをお聞かせいただ

きたいと思います。 

 最後に、予算概要１０４ページの災害対

策に関連してお尋ねします。 

 一昨日、単純な気持ちで、地震の場合の

災害対策で今何をやるべきかということ

をインターネットで検索をしましたとこ

ろ、こういう答えが載っておりました。 

 まずは、家庭の安全のために情報を共有

すること、二つ目に避難後の生活に備えて

非常医療品をそろえておくということ、そ

れと避難後の生活に役立つようなテクニ

ックを覚えておくということ。住まいの地

震対策、家具や電化製品は固定して、建物

の耐震診断をきちんと受けること、こうい

う答えがインターネット上にあります。こ

ういうことができるような行政側の対策

についてやっぱり進めていただきたいと

思います。 

 今回、新年度、行政タイムラインの作成、

防災サポーターの組織化、それと避難困難

者の個別避難計画、５年間の作成に向けて

動き出すということです。防災協力農地な

どの取り組みがなされようとしておりま

すけども、３点お尋ねします。 

 行政タイムラインの作成と住民個々人

のマイタイムラインの関係について、でき

れば、若干の時間差があるにしても進めて

いただく方向の中で具体化を図っていた

だきたいと思うんですけども、その点どう

なのか。 

 二つ目が防災サポーターの問題です。先

日の答弁では、現在、防災サポーターは９

８名ということでした。防災士取得補助金
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の利用者が１７名で、令和３年度プラス６

名ということで、２３名の方が資格取得を

されているということになってます。 

 この問題については、過去に国分寺市の

防災まちづくり学校について、当時の総務

常任委員会でも視察に行くことになりま

した。その数年後にこの防災サポーター制

度につながったと思っています。 

 これをやっぱり生かすことが大事だと

思っていますので、この間の本会議での代

表質問を含めて、具体的にイメージで分か

るように説明をいただきたいと思ってま

す。 

 最後に、地域の自主防災組織や自治会か

ら見た場合の防災対策を行政と一緒にど

う進めていくかという問題です。 

 ご承知のとおり、香和自治会では、市内

初めて地域の洪水ハザードマップを、当時、

片田教授も来ていただいて、キックオフ大

会をしたりして、ＮＨＫ、それと産経新聞

でも報道されました。大々的に摂津市の取

り組みが報道されて脚光を浴びました。し

かし、今、その活動が止まったままとなっ

ています。 

 確かにコロナ感染拡大という新たな事

態になりましたので難しい面があります

けども、これまでの積み重ねを生かして住

民の方とか、実際、この防災対策について

行政と一緒にできる方向について探って

いただいて、実践してほしいと思いますけ

ども、この点、よろしくお願いしたいと思

います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 それでは、市民税課に

係りますご質問にご答弁申し上げます。 

 まず１番、個人市民税に係りますご質問

にご答弁申し上げます。 

 先ほど、委員がおっしゃられましたよう

に、個人市民税の予算額というものが、令

和４年度ではかなり高い予算額となって

おります。令和２年度の決算額でも約４７

億円、令和３年度におきましても、今回補

正の予算を計上させていただきまして、現

計予算額としては約４６億円というよう

な状況でございます。 

 この令和２年度の決算が約４７億円と

いうところまで達しましたのは、人口増加

というところで、大規模マンションの建設

等によるものと考えておりますが、こちら

により納税義務者数が前年度から、想定し

ていたよりも増加しているという状況が

ございました。 

 令和３年度におきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大の影響もござ

いましたので、令和２年度よりも見込みと

して減額となるところではございますが、

令和４年度につきまして、この令和３年中

の新型コロナウイルス感染症の感染拡大

の影響があったけれども、減額となってい

る割合を勘案して令和４年度の予算も計

上しているところで、近年から比べると高

い予算額となったものでございます。 

 今後、先ほどおっしゃられました、人口

の減少ということも考え併せてまいりま

すと、当然、生産年齢人口が減少傾向にあ

るというのは全国同じ状況と考えており

ますので、それによる減収というのは想定

しなければいけないと考えております。 

 ただし、景気の状況とか、それぞれ各市

町村で考えておる開発といったようなも

のについては、市独自の施策によりまして、

その要因で人口及び納税義務者の増があ

るということも加味していかないといけ

ないと考えております。その時点におきま

しては少し増を見込んで、ただ、人口の減
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少というのは生産年齢人口も減っていく

ということもあるかと思いますので、一時

期には増を見込むことはできても、それ以

降につきましてはやはりちょっと減少を

見込んでいかなければならないとは考え

ております。 

 続きまして、２番目の法人市民税につき

まして、今後の見込みということのご質問

であったと思います。 

 法人市民税につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大の影響により

法人市民税の各法人の減収というのが、も

ちろん税制改正によって法人税割の率が

下がったということによる減収もあるん

ですけれども、その両方が重なっている形

で、令和３年度及び令和４年度につきまし

ては、令和元年度、令和２年度よりもかな

りの減収の見込みとなっております。 

 こちらにつきましては、今後、景気の回

復の状況、また、先ほど、委員もおっしゃ

られましたように、摂津市内では８号及び

９号法人という大企業の占める割合とい

うのが約６割ということで高い状況です

ので、やはりそういった法人の収益回復の

状況にかなり左右されることになると考

えております。 

 予測としては非常に難しいところです

が、今後、数年かけて徐々に回復した後は、

横ばいの状況に戻るかとは思いますけれ

ども、税率改正が行われる前までの状況と

いうところからは、実際には３０％減とい

うような状況が続くかと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 森川課長。 

○森川財政課長 それでは、財政課に関わ

りますご質問にお答えいたします。 

 まずは質問番号３番、地方特例交付金の

状況についてでございます。 

 令和４年度におけます地方特例交付金

の内容といたしましては、住宅ローン減税

減収補てん分となっております。これまで

補てんの対象となっておりました中小事

業者等の事業用家屋、償却資産に係る特例

分としましての新型コロナウイルス感染

症対策地方税減収補塡特別交付金が令和

３年度課税分の１年限りの措置であった

ことや自動車税減収補塡特例交付金及び

軽自動車税減収補塡特例交付金につきま

しては、補てんの対象でありました環境性

能割の臨時的軽減による減収が令和３年

度までとなっておりますことから、令和４

年度につきましては住宅ローン減税減収

補塡分のみとなるものでございます。 

 令和３年度の決算見込額でございます

けれども、新型コロナウイルス感染症対策

地方税減収補塡特別交付金、約１億２，０

００万円、住宅ローン減収補塡分が約１億

１，０００万円、自動車税と軽自動車税の

環境性能割減税補塡分が約１，１００万円

でございます。 

 次に、質問番号４番、地方交付税の見通

しについてでございます。 

 まず、令和３年度につきましては、国の

補正予算にて臨時経済対策費や臨時財政

対策債償還基金費の創設などにより基準

財政需要額が例年に比べ増加をしており

ます。 

 一方、法人税割の算出額が前年から大き

く減少していることなどから、基準財政収

入額が減少となり、令和３年度の普通交付

税額は過去最高となる８億６，７０５万５，

０００円となりました。 

 本市は、長らく不交付団体の時期が続い

ておりましたけれども、平成２４年度から

は普通交付税の交付団体となっておりま

して、平成２９年度に一度、不交付団体と



- 24 - 

 

なりましたが、平成３０年度以降は再び交

付団体となっております。 

 今後の見通しについて、普通交付税の金

額につきましては、国の地方財政計画にお

けます交付税総額の確保額に大きく左右

をされますことから、将来的な見込額をお

示しするということは困難と考えており

ますけれども、今後におきましても交付団

体になるものと見込んでおります。 

 次に質問番号５番、基金繰入金に関して

でございます。 

 まず、令和３年度の決算見込みにつきま

して、現状の見込みといたしましては、今

回の令和３年度補正予算（第１５号）での

歳入におきまして、個人市民税現年課税分、

４億円の増額、それから、地方交付税、普

通交付税の４億４，７６１万円の増額を予

算計上しております。 

 これらにより歳入が大幅に増加となる

ことから、現状といたしましては、令和３

年度決算においても単年度では黒字にな

ると見込んでいるところでございます。 

 基金の状況でございますけれども、令和

３年度末の見込みとしましては、財政調整

基金、減債基金、公共施設整備基金の３基

金で約１１８億円と見込んでおります。 

 土地開発基金が約２５億円と見込んで

おりますことから、令和３年度末の現在高

としましては、この４基金で約１４４億円

と見込んでいるところでございます。 

 次に、質問番号６番の市債の状況でござ

いますけれども、市債の状況につきまして

は、令和４年度一般会計予算書２４０ペー

ジと２４１ページに地方債の現在高や起

債の見込額、元金償還金見込額、年度末現

在高見込額の掲載をさせていただいてお

ります。 

 この記載での前々年度末が令和２年度

末に当たりますけれども、一般会計におけ

ます市債残高といたしましては、令和２年

度末が約１７７億円でございます。令和３

年度末の現在高見込額が約２０１億円、令

和４年度末の現在高見込額が約２１６億

円と見込んでおります。 

 水道事業会計が、令和２年度末の市債残

高が約４０億円、令和３年度末の見込額が

約４４億円、４年度末の見込額が約４６億

円。 

 下水道事業会計が、令和２年度末の市債

残高が約２５４億円、令和３年度末の見込

額が約２３５億円、令和４年度末の見込額

が約２１７億円でございます。 

 一般会計、水道事業会計、下水道事業会

計の合計額で申しますと、まず、令和２年

度末の市債残高が約４７１億円、令和３年

度末の見込額が約４８０億円、令和４年度

末の見込額が約４７９億円と見ていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、７番目の社

会資本整備総合交付金について、活用して

いる所管課である建設部のほうからお答

えさせていただきます。 

 社会資本整備総合交付金は、国土交通省

所管の地方公共団体向け個別補助金を一

つの交付金に原則一括し、地方自治体にと

って重要度が高く、創意工夫が生かせる総

合的な交付金として、委員がおっしゃいま

した平成２２年度に創設されたものであ

ります。 

 目的は、地方公共団体が行う交通安全の

確保と円滑化、都市環境の改善や住生活の

安定の確保及び向上など、社会資本の整備、

その他全般の取り組みを支援することを

目的としているものでございます。 
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 建設部所管においては、道路交通課をは

じめ道路管理課、建築課、都市計画課にお

いて国が進める施策に対応した整備計画

をそれぞれ作成し、それに基づいて事業を

実施してきたところであります。 

 この制度により、それまで市の単独予算

で事業を進めてきたものを交付金を活用

することにより市の財源負担を軽減して

いることから、大きなメリットがあると考

えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 森川課長。 

○森川財政課長 質問番号８番のコロナ

対策事業についてでございます。 

 令和３年度の持ち出しというお問でご

ざいましたけれども、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金を活用し

てということになりますけれども、この交

付金につきましては、国に実施計画を提出

しております。 

 令和３年度で申し上げますと、この地方

創生臨時交付金の配分予定額が約３億３，

０００万円でございます。事業費の総額が

約６億２，０００万円の実施計画を提出し

ているところでございます。 

 それから、国の令和３年度の補正予算が

ありました地方創生臨時交付金について

でございますけれども、令和３年度、国の

補正予算によります新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金といたし

ましては、全体で６．８兆円が予算計上さ

れておりまして、そのうち、地方単独分が

１．２兆円となっております。 

 摂津市への配分上限額につきましては、

感染症対応分が１億１，９２２万７，００

０円、地域経済対応分が１億２，１５３万

７，０００円となっております。 

 この新たに配分されます感染症対応分、

地域経済対応分につきましては、令和３年

度に執行するのか、令和４年度に繰り越し

て執行するのか、それぞれの自治体により

選択できるとなっております。 

 本市におきましては、これまでに予算計

上しております既存の事業に充当するの

ではなく、これから行うコロナ対策費用に

活用してまいりたいと考えておりますこ

とから、令和４年度へ繰り越すことを国に

報告をしておりまして、令和４年度の補正

予算にて提案、計上をしてまいりたいと考

えております。 

 実施する内容につきましては、現在、検

討を行っているところであります。できる

だけ早い時期に令和４年度の補正予算と

して提案をしてまいりたいと考えており

ます。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、９番目のフ

ォルテ摂津自転車駐車場の機械化に対す

る雇用関係を含めたご質問にお答えさせ

ていただきます。 

 フォルテ摂津自転車駐車場の機械化に

つきましては、令和３年度事業で、これま

で従業員による手徴収から機械式ゲート

に変更しており、今年、令和４年の３月１

日から供用を開始しているところでござ

います。 

 導入に当たりましては、新型コロナ感染

症対策として、非接触による料金徴収を実

施する方針としたことから導入したとこ

ろであります。 

 従業員につきましては、摂津都市開発が

雇用契約をしておりまして、人員配置につ

いては現行どおりで進めておりますが、今

後、利用者の利便性に問題がないか確認し

ていくとともに、従業員の中には、短時間

労働を希望している方もいると伺ってお
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ります。そういった中で雇用数を減らすの

ではなく、人員体制の調整を図りながら進

めていくと聞いております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時３９分 休憩） 

（午後 １時 １分 散会） 

○三好義治委員長 再開します。 

 答弁を求めます。 

 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、１１番目

のご質問、計画的舗装でのマンホール等の

蓋周りの改善というお問いにお答えいた

します。 

 本市では、道路の計画的舗装を道路補修

事業において実施しており、令和４年度は

市内９路線、約２キロメートルの舗装を実

施してまいります。 

 また、道路維持事業の修繕料により、そ

のほかの市内生活道路の舗装修繕にも対

応いたします。 

 舗装修繕の実施に当たり、舗装とマンホ

ール蓋などとの高さ調整が必要な箇所に

つきましては、これらを管理いたします占

用者と事前に協議をいたしまして、舗装に

合わせて高さ調整をしていただくことで、

舗装の連続的な平滑性、平坦性を確保する

よう、占用者と連携を図っております。 

 マンホールなどの道路占用物は、占用許

可条件によってその占用者に適切な維持

管理が義務づけられており、舗装修繕の計

画がない箇所につきましても、道路巡視や

情報収集によりマンホール蓋に起因する

段差が確認された場合には、必要に応じて

道路巡視員により応急措置を行うととも

に、占用者には高さ調整などの補修を行う

よう指示をいたしております。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、１２番目の

まず一つ目、香露園１号線の規制に関して

でございますが、香露園１号線につきまし

ては、これまでも歩行者の安全な歩行空間

を確保するため、民地の一部を買収し連続

した歩道整備を行うとともに、通行車両へ

の注意喚起として路面標示や電柱幕等を

設置し、速度抑制等の啓発に取り組んでき

ております。 

 通行規制に関しましては、交通管理者で

あります摂津警察の所管となりまして、こ

の１号線の大型車規制につきましても何

度か要望はさせていただいておりますが、

周辺の規制状況や大型車の迂回路、また、

広範囲にわたる事業者への影響等を考慮

した検討が必要であると伺っており、現時

点では規制に向けた動きは見られない状

況となっております。 

 続きまして、二つ目の柳田橋の交差点の

安全対策についてでございます。 

 柳田橋の歩道橋の交差点につきまして

は、三宅柳田小学校、第三中学校及び摂津

高校の学生等が朝の通学時間帯に利用し、

歩行者、自転車の通行が集中しているのは

認識しているところであります。 

 そのため、早朝からの交差点による警察

と連携した交通安全の啓発なども行って

いるところであります。 

 また、そのような中、交差点の横断歩道

等の拡大につきまして、及び信号やその横

断歩道の拡大につきましては警察が所管

するところでございますが、改善等は困難

な状況というのは聞いております。 

 ただ、教育委員会の所管にはなりますが、

交差点における子どもたちを守る安全対

策として交通専従員の配置を実施してま

いりたいと考えているというようなこと

は伺っているところでございます。 
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 続きまして、三つ目の、千里丘三島線の

道路拡幅の残地に伴う用途変更について

のご質問でございますが、千里丘三島線の

沿線につきましては、ＪＲ千里丘駅周辺は

商業地域、また、近隣商業地域の区域に指

定されており、現在進めている用地買収に

おける当該場所につきましては第２種の

居住地域となっております。 

 建ぺい率は６０％、容積率は２００％で

あり、主に住居の環境を守るための地域で

あります。 

 しかし、床面積が１万平米以下までの店

舗や事務所等の施設が建築することは可

能となっている状況でございます。 

 用地買収に伴う残地について用途変更

をすることにつきましては、まちの良好な

環境を維持していくために必要なもので

あり、個別の対応はすることが難しいと考

えております。局所的な用途変更が困難で

あると考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 寺田部参事。 

○寺田建設部参事 それでは、建築課に関

わります、空き家等対策に関します二つの

お問いがあったかと思います。 

 まず１点目でございますが、令和３年６

月３０日に通知されております、空家法に

係る基本指針改正のお問いでございまし

た。 

 空家法につきましては、平成２７年５月

に全面施行されまして、その後５年が経過

した中で、全国的に空家対策の取り組みが

全国の市区町村で行われているところで

ございます。 

 その辺りの課題を精査された中で、国土

交通省からこのたび基本指針の改正がな

されたということでございます。 

 委員のお問いでございますが、所有者の

所在が特定できない、または困難な場合の

取り扱いにつきまして、従前は、民法上の

財産管理制度、こちらについては、使わな

いということで対策が求められていたと

ころでございます。ただ、今回出された通

知におきましては、この市町村が不在者財

産管理人、または相続財産管理人の選任の

申し立てを行うことは考えられる旨の記

載がありましたので、先日の当委員会での

質疑でも述べさせていただいたとおり、本

市の空家対策庁内調整会議の調査検討部

会でも、これらの制度の研究を現在行って

おるところでございます。 

 次に、動産処理の扱いで、空き家から離

れた月極の駐車場の中における亡くなら

れた方の自動車の取扱いというようなお

問いであったかと思います。 

 こちらにつきましては、この空き家法の

中で、この「空家等」という定義がなされ

ております。 

 こちらにつきましては、「建築物、また

はこれに附属する工作物であって、居住そ

の他の使用がなされていないことが常態

であるもの、及びその敷地」というような

定義がなされております。ですので、この

月極駐車場内の自動車の取り扱いにつき

ましては、亡くなられた方がこの所有者の

方と賃貸借契約、民事上の契約関係にあっ

たということで、本来、この所有者ないし

管理者が、民事上の債権をお持ちでござい

ますことから、この民事上の中で、取り扱

っていただくことが本旨であると理解い

たしております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、市立集会

所におけるインターネット環境の整備に

ついてのご質問にお答えいたします。 
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 市立集会所につきましては、現在、イン

ターネット環境を整備している集会所は

ございません。仮に整備するとした場合、

例えば、無線方式でありますＷｉ－Ｆｉ方

式を採用したと仮定いたしますと、ランニ

ングコストに多額の費用を要することや、

Ｗｉ－Ｆｉ環境における不正利用を防止

するための本人確認等セキュリティ対策

も必要となってまいります。 

 このような状況も踏まえまして、集会所

におけるインターネット環境の整備につ

きましては、今後の研究課題であると認識

しております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、質問番号

１６番でございます。 

 予算概要の１０４ページ、防災に関わる

ご質問にお答えいたします。 

 まず一つ目、行政タイムラインとマイタ

イムラインということですが、まず行政タ

イムラインというのは、特に水害対応の場

面で、我々庁舎内、庁内で職員がどんなタ

イミングで、どの部署がどういう仕事をす

るかというのをしっかり固めるものでご

ざいまして、特に今回は、広域避難まで含

めまして、庁内の役割、タイミング、する

仕事をしっかり精査してまとめてまいる、

こういうものでございます。 

 それに比べまして、マイタイムライン、

これは各市民、ご家庭の中で、水害発生時

に、どんなタイミングで、どこにどうやっ

て逃げるのか、この辺りを具体的に前もっ

て作っていただきたいというものでござ

います。 

 マイタイムラインなんですけども、今月

末頃に全戸配布いたします防災ブック、こ

の中で具体的な作成手順をお示ししてお

ります。 

 また、令和４年度の主な取り組みとして、

このマイタイムライン、これをぜひとも市

民の皆様に作っていただきたいというこ

とで、広域避難のシミュレーションをして

いく中で、どういうタイミングで市民の皆

様に広域避難を呼びかけるのか。この辺り

を見極めてまいりましたり、また、出前講

座などを用いまして、何とかマイタイムラ

インがちゃんと作れるように、後押しして

まいる所存でございます。 

 次のご質問で、防災サポーター、これか

らの動き、イメージについてということで

ございます。 

 災害発生いたしたときに、我々職員の力

であったり、また防災協定自治体のご協力

だけで対応するというのは、もうとても無

理なお話でございます。 

何とか市民の皆様にも、率先して防災減

災活動にご協力いただきたいということ

で、この防災サポーターを作ってまいりま

して、３年で、今９８名の防災サポーター

の方がおられます。 

 特に、令和４年度なんですけれども、こ

の９８名の方にフォローアップ研修を実

施いたしまして、何かあったとき、つまり

平時のときは、自助共助のけん引役、何か

有事が起こった際には、避難所運営であっ

たり、市民自らできることを率先してやっ

ていただきたいというところで、防災サポ

ーターの皆さん、率先して活動いただきた

いというイメージで、令和４年度フォロー

アップ研修等々を進めてまいりたいと考

えています。 

 また、特に来年度は、マイタイムライン、

これを市民の皆さんに作っていただきた

いんですけども、まずは、防災サポーター

の皆様につくる手順であるとか、その辺り
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説明させていただいて、サポーターの方に

も地域に入っていただいて、広めていただ

ければということで、進めてまいりたいと

考えています。 

 最後に、自主防災組織と行政というお問

いでございました。自主防災、この令和２

年度、令和３年度とコロナの影響で、特に

自主防災訓練は、全く行われずじまいとい

う状態でございます。 

 そのような中、委員がおっしゃっていた

香和自治会でおねがい会員、まかせて会員

を活用いたしまして、数年前、実際に避難

してみるという訓練もされていました。非

常に熱心に取り組まれている自治会のお

取り組み、この辺りをほかの自治会であっ

たり、防災会の方にも広めていきたいと

我々考えていたんですけども、なかなかチ

ャンスが見出せていない状況にございま

す。 

 特に、令和４年度は、我々のほうから、

地域に働きかけまして、先ほど申しました

防災ブックを広めていき、特に、自主防災

組織の皆さんにご理解いただいて、率先し

て作っていくことで、取り組んでまいりた

いと考えています。 

 以上です。 

○三好義治委員長 野口委員。 

○野口博委員 そうしたら順番に再質問

なり、要望なりに入っていきたいと思いま

す。 

 最初、財政問題です。 

 それぞれの項目について、答弁いただき

ました。個人市民税だとか、法人市民税、

そして地方特例交付金、交付税、基金、市

債、一応全体にわたって、ご答弁いただい

たわけでありますけども、３０年前との比

較で、平成２年の平均収入が４２５万円と

いう数字であります。これが、令和２年で

は４３３万１，０００円という、３０年間

ではいろんな制度の変更もあって、いろん

な状況変化の中で、実質賃金がマイナスに

なっているという話であります。 

 ちなみに、いろんな暮らしに関わる項目

を見てみますと、消費税が３０年前は３％

でありました。今は１０％です。物価は、

３０年前と比較して約１割アップとなっ

ています。社会保険料は軒並み増加傾向で

手取り収入はダウンしており、退職金は、

平均で約９００万円ダウンとなっており

ます。銀行預金利子は、３０年前と比較し

て、実質１６３０分の１にダウンという、

こういう数字がインターネットに掲載さ

れております。 

 大企業については、１３０兆円の内部留

保をふやして、内部留保残高が４６６兆円

になっているということで、我が党として

は、そういう内部留保の一部を活用させて

いただいて、賃金に回すべきだと、いろん

な課題に回すべきだということで、提案を

させていただいておりますけども、その中

で、先ほど申し上げたように、コロナ感染

拡大が入ってきて、よりしんどくなってき

ていると思います。 

 しかし、本市の財政状況は、逆によくな

っているということです。これまで、いろ

んな議論をしてきましたけども、厳しい財

政状況がありますので、そんな中でどうか

ということがあります。 

 そこで、申し上げたいのは、地方交付税

もこの２０年間最大であります。基金残高

も、先ほど申し上げたように、令和３年度、

当初２６億円で繰り入れて予算計上され

ていますけども、これが令和２年度では何

もつかなかったら、この金額をオンされて、

１７０億円を超えることになります。 

 昨年の中期財政見通しで見ますと、令和
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３年度は、１２６億円の基金残高で推計し

ているわけでありますけども、約５０億円

弱、１年間で差が出てくるという、こうい

う基金残高の状況もあります。 

 市債については、約半分以上、この間少

なくなってきているということです。それ

と、令和元年度のなんでもランキングを見

ますと、法人市民税の市民一人当たりの額

を見たときに、摂津市は大阪府内３１市の

中で１番だということです。摂津市の財政

状況を見たときに、もっともっと財源を活

用していただいて、暮らしの実態を把握し、

調査もし、その上で取り組んでいってほし

いと思います。 

 そこで、明石市の資料を持ってきました。

数年前に、中核市になりましたけども、マ

スコミでも取り上げられて、全国的に有名

な自治体であります。 

 行政としてのアピールをいろんな分野

で行っておりまして、この数年間で、１万

人を超える人口がふえているわけです。 

 例えば、いろんな生活の分野で見ますと、

子ども医療費は摂津市が先を走っており

ますけども、２０２１年度に高３まで無料

化となりました。保育所の保育料は、第２

子から無料であります。公共施設の費用も

子どもたちとか高校生を含めて無料にな

っています。 

 おむつの定期券、３か月から１歳まで毎

月３，０００円相当のおむつを各家庭に配

布をし、健康状態を見守るということをや

っています。 

 中学校給食も、２０２０年４月から無料

になっております。こういう課題も含めて、

いろんな形で、より市民を支える施策を展

開しているわけです。こういうコロナでし

んどい中で、より市民の暮らしを支えるた

めに、基金を使っていただきたいと思うわ

けでありますけども、改めてお聞きたいと

思います。 

 二つ目は、社会資本整備総合交付金の問

題であります。 

 お答えいただいてそうかなと思ってい

ますけども、いろいろ毎年国の予算組みの

中で、いろんな制度ができます。例えば、

初年度に１割の一般財源を組んで、９割は

起債して事業展開できるというものなど、

いろんな制度があります。 

 国の様々な補助金制度を活用して、研究

していただいて、そういういいものは活用

していただければということで、お願いし

ておきます。 

 コロナ問題であります。 

 答弁が分かりにくかったんですが、令和

３年度は、臨時創生交付金が６億２，００

０万円あったけども、その中で、３，００

０万円活用したということだと思います。 

要は、補助金対策、補助金で行う対策費、

それと、摂津市独自の対策、全部含めて、

令和３年度でどのくらいの費用が組まれ

たのかということです。そのうち市の持ち

出しはいくらなのかということを単純に

答えていただければと思っています。 

 令和４年度に向けて、市として、コロナ

対策については、これから検討して近々議

論に付したいという話でありますけども、

近隣各市の昨年ぐらいのところからの動

きを紹介させていただきます。 

 高槻市が、昨年２回目の市内事業者への

激励金として１０万円の給付がありまし

た。新生児に対する昨年４月１日から今年

の４月１日までの２万円支給と、生理用品

の無料配布、高校生世帯への米１０キログ

ラムの支給、自転車の学生定期割、次回更

新時１か月間無償。吹田市が小学校給食代

１０月から３月まで半年間無償にしまし
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た。中学生は半額。中小企業支援応援金２

０万円の支給、茨木市が小学校給食８月か

ら１２月まで無償化しました。市内事業者

への売上３０％以上３か月間の減少で２

０万円を限度にして支援を行うと、こうい

うことで近隣自治体もいろんなそれぞれ

の自治体での状況を把握しながら、対策を

講じているわけであります。 

 ですから、これから検討することであり

ますけども、本市独自の摂津市らしさとい

うことで、ぜひ中身を提示できるように、

検討していただきたいと思いますけども、

もし、その検討内容の大枠について答弁で

きることがあれば、教えていただきたいと

思います。 

 それともう１点、基本的な方向性として、

この大阪府の現状について、やっぱり府下

自治体の一つとして認識をしていただい

て、摂津市独自のコロナ対策という立場で

頑張ってほしいと思います。 

 ２月の週刊誌に、大阪医療崩壊現場の叫

びを聞けということで、こういう記事が出

ました。やっぱりそういう点では、当然大

阪府の動きは大事でありますけども、その

まま任せるんじゃなくて、ちゃんと摂津市

独自で市民の命や暮らしを守るために、何

ができるかということで、このお金を使っ

ていただきたいということでありますけ

ども、その辺の認識についてもお答えいた

だきたいと思います。 

 フォルテ摂津の自動車駐車場の問題で

あります。答弁では、職員の数について確

保する方向で努力しているということで

あります。ぜひ取り組みを今後もしていた

だきたいということでお願いしときます。 

 マンホールなどの道路上でのいろんな

障害物、蓋の問題については、ぜひ組織的

に対応できる取組方法を研究していただ

きたいと思います。目配りをしていただい

て、結構やっぱり身近では転ばれる方を目

にしますので、そうならないように目配り

をしていただいて、組織的に取り組むよう

に、再度改善を求めておきたいと思います。 

 千里丘三島線の中で、用途地域の問題に

ついては、用途地域の変更だけじゃなくて、

その方々が公共事業に協力する中で、残地

について利用できない状態になってきて

いるという不利益を被っているわけです。

そういう計画もあるわけです。そういう

方々が、少なくとも残地については、ある

程度利用できるような環境整備をぜひ研

究していただきたいという趣旨で申し上

げていますので、ぜひ用途地域の変更も含

めて、何ができるんかというところで、研

究をお願いしておきたいと思います。 

 千里丘三島線の絡みで、交差点の件です

けども、先日の本会議では、部長答弁とし

ては、地元と協議なさるという話でありま

すので、ぜひ早急に協議もしていただいて、

安全対策の中身について、模索をしていた

だきということで、お願いをしておきます。 

 特定空家の問題です。 

 動産の対応はしんどいというお話であ

るんですけども、私の地域でも数件出てき

ておりますので、市内では結構あると思う

んです。 

 いろいろ木を切っていただいたり、表に

あったバイクを中に入れてもらったりと

いうことで、環境整備をやっていただきま

したけども、そういう方々が持っている動

産があるわけです。 

 駐車場の所有者は、やるにしても、やっ

たらやった後ちゃんと借りるかどうかの

問題、手間もありますけども、その方々が、

その対象となる方がどれだけの財産を持

っているのか分かりませんし、そういう点
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では、今の国も含めた行政側の動産に対す

る動きが少し分かれば、教えてほしいなと

思います。 

 集会所でのインターネット環境の問題

であります。 

 これからの課題ということでおっしゃ

っておられましたが、摂津市の特徴である

集会所がたくさんあるということをいか

に生かすかということであります。行政と

市民が一緒になって物事を進めていくと

いう一つのツールになりますので、ぜひ研

究していただきたいと思います。ちなみに、

２０年ぐらい前に長野県木曽市で、当時は

町だったんですけども、当初のインターネ

ット環境の整備時に、数百の町内の各家庭

にインターネットの基盤整備を全部やっ

たんです。当時の町長が判断されて、そう

いうことをされたんです。時代が変わって、

普通になってきており、ツールとして、活

用できると思いますので、ぜひ研究し、そ

の成果が出るようによろしくお願いして

おきたいと思います。 

 最後に、災害対策の問題です。 

 担当としては、頑張っていただいており

ますので、あんまりくどくど僕のほうから

言うことはしませんけども、この３月末に

防災ブックを全戸配布していただけると

いうことです。そこには、マイタイムライ

ンのつくり方とか書かれていると思うん

ですけれども、もう少し具体的に教えてほ

しいです。 

 防災サポーターですけども、私も２年前

に防災士の資格を取らせていただいて、補

助金も頂きましたけども、市全体としての

組織化の中で、うまく使っていただきたい

というように思いますので、よろしくお願

いしておきたいと思います。 

 この自治会とか、自主防災組織との関連

です。いろいろ自治会で議論しているのは、

作った組織が、全然講習もされなくて、止

まっているわけです。これを、今の時点で、

再度確認し合って、次に向けていくために、

どういう作業をしていくのかということ

です。 

 自治会、自主防災組織については、ぜひ

発展できればというように思いますので、

よろしくお願いしておきます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、財政問題につき

まして、市民を支える財政というお問いで

ございました。 

 先ほど交付税、それから市債、それから

基金のお話もありましたので、総括的に私

からご答弁申し上げたいと思います。 

 まず、地方交付税でございます。 

 地方交付税の原資、ご存じだと思うんで

すが、所得税、酒税、消費税、それから法

人税、それから地方法人税の定率分、これ

の合計となっております。 

 これらの税目につきましては、景気のい

いときには、もちろん地方税、それから地

方交付税の原資も国税も増加してまいり

ます。半面、要は景気の悪いとき、これは、

当然交付税の原資も下がってきますし、地

方税そのものも下がってまいります。そう

いうジレンマがございます。 

 そうしたら、そのギャップをどうするの

かということになりますと、以前は、地方

交付税特別会計、ここで借入金を借りて、

原資をふやして地方公共団体に配ると、こ

ういう仕組みでございました。 

 平成１２年度までこういう制度となっ

てまいりました。 

 ところが、これをよくよく考えてみます

と、地方交付税の未来の、いわゆる交付税
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原資、これを借金返しに充てていくという

ことになりますので、ますます原資が細っ

ていくということになりまして、平成１３

年度から地方財政対策債の発行に切り替

わりました。この地方臨時財政対策債とい

うものも、全額いわゆる交付税で償還を見

ますということになります。 

どんどんこの臨時財政対策債がふえて

いきますと、他の需用費を押しのけてしま

うことになります。 

 いずれにいたしましても、以前からの借

り入れ、これから臨時財政対策債の償還の

要は算入、これも当然無理が出てまいりま

す。 

 ここで、地方自治体、いわゆる全国市長

会が、毎年要望として挙げていますのは、

交付税の一定の率、そこの要は割合につい

ては引き上げてくれということで言って

おります。 

 現金でもらわない限りは、幾ら交付税で

処置をするとしても、やはり原資そのもの

が限られてきますので、だんだん細ってい

くことには違いがございません。 

 そういう分では、率を上げてほしいとい

うことで、毎年国に要望は上げております。

ところが、国も財政逼迫でございますので、

その要望には応えてくれてはおりません。 

 いずれにいたしましても、しばらくは臨

時財政対策債でこういう措置がなされる

んではないかなと思っております。 

 それから、次に、基金の問題でございま

す。 

 もちろんご指摘のように本市には百数

十億円の基金が、現在ございます。これが、

令和３年度の今回の補正予算、議案第１０

号、それから、当初予算、これらをプラス

マイナスしますと、令和４年度末におきま

しては、財政調整基金２７億５，０００万

円、それから減債基金が１５億７，４００

万円、それから公共施設整備基金が３３億

９，７００万円、それから土地開発基金が、

今回補正でお願いしておりますので、２５

億３，４００万円、こういう主要基金の残

高になります。これをひもといていきます

と、なぜここまで基金がたまったかという

ことになりますと、それぞれ毎年の経常経

費の余剰額を積み立てたもんではないと

私は理解しております。 

 それは、一つには、平成２７年度で、い

わゆる多額な財産、売払収入がございまし

た。ご存じのように健都の財産売払収入、

これは、６９億円ございました。そこのと

ころで、それぞれ基金を、当時の不用額も

合わせまして、７４億円、ここで積立をし

ております。それとご存じのように、市た

ばこ税、これも臨時的な収入がございまし

た。平成１８年度から平成２５年度、それ

から少し飛んで平成２８年度、ここでは例

年以上のたばこの収入がございました。こ

れを通常ベース、例年ベースで７億５，０

００万円と仮に試算いたしますと、この平

成１８年度から平成２５年度まで、それか

ら平成２８年度の差額は１０３億９，５０

０万円という試算になります。１０３億円

と先ほどの財産売払収入、その６９億円を

足しますと、１７０億円の思わぬ収入があ

ったということでございます。 

 もし、これがなければ、そこまで基金は

積み上がってなかったと思っております。 

 よく、財政力指数が高いということを言

われます。何か月か前のときに、民放です

けれども、市町村ランキングというような

番組がございました。大阪府下で一番お金

持ちのまちはどこということで、田尻町が

挙がっておりました。２番目には摂津市が

挙がっておりました。摂津市は、田尻町と
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肩を並べるぐらいの金持ちではないんで

すが、先ほど財政課長が言いましたように、

平成２９年度は不交付団体でございまし

た。その前後の年度は、交付団体でござい

ました。ということは、財政力指数１を超

えるか、あるいは超えないか、そういうぎ

りぎりの線でございます。 

 ちなみに、田尻町のお話をさせていただ

きますと、田尻町では、財政力指数が１．

５８でございます。積立金残額を見ますと、

９４億２，０００万円の基金の残高がござ

います。それでは、市債はどうなのかと言

いますと、地方債の残高は、僅か７，９０

０万円、非常に裕福な団体で、要は積み上

げが毎年できていると私は想像しており

ます。 

 そういう団体と摂津市で、幾ら財政力指

数が府下２位であろうとも、やっぱり不交

付団体ではなくて、交付団体に近い状態で

あるのではないかなと思っております。 

 それから、市債の話でございます。 

 昨日、藤浦委員からございました。要は、

市債、元金償還以内の発行ということで、

ご指摘がございました。もちろん我々はそ

のようにしたいところではございますが、

それはままならない状況となっておりま

す。 

 申し訳ございませんが、予算書の９ペー

ジを開けていただきたいと思います。 

 ９ページの市債、地方債の発行の各内訳

がございます。市債収入は３３億７，２０

０万円、それの内訳として、ここの表に地

方債が載っております。ここで大きなもの

を言いますと、廃棄物広域処理がございま

す。これは、茨木市との広域処理というこ

とで、１２億１，４５０万円、これを発行

予定でございます。 

 それから、少し飛びまして、阪急京都線

連続立体交差事業３億３，７５０万円、そ

れから、千里丘駅西地区の再開発３億７，

４００万円、それから一番最後のところに、

臨時財政対策債、６億５，０００万円とい

うことでございます。これらを締めて言い

ますと、２５億８，０００万円でございま

す。もし、これが未発行であれば、当然、

元利償還以内の発行ということが可能な

んですけども、やはり大きな財源でござい

ます。地方債を、借りながら、収支をまず

合わすということが、まず専決ということ

で、元金償還以上の市債発行ということに

なってまいります。 

 それと、申し訳ございません。２４１ペ

ージ、ここのところには、地方債の減債高

が載っております。 

 先ほど交付税でお話しさせていただき

ましたように、臨時財政対策債が、交付税

原資を補完するということで、各市町村に

臨時財政対策債の発行は許可されており

ます。この累計でいきますと、臨時財政対

策債、それから減収補塡債等々含めますと、

令和４年度末の減債高では、７８億３，６

００万円ございます。 

 これを率にいたしますと、３６％だった

と思いますが、約４割はここのところで、

要は起債を発行するということです。 

 先ほど言いましたように、地方交付税の

率を上げていただいて、ここの臨時財政対

策債が発行しなくなれば、財政的にも余力

が出てきますし、こういう借金を抱える必

要はなくなるということになります。 

 今後、人口減少とか、超高齢社会の到来、

それから、公共施設の再整備等々が挙げら

れております。 

 現時点では、深刻な状態にはなっており

ません。不都合はございません。ところが、

人口減少、それから高齢化社会というのは、
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必ずやってまいります。 

 それから、公共施設整備につきましても、

これを放置することはできません。そうい

う意味では、しっかりとこれらに対応しな

ければならないと思っています。 

 そのためには、やはり先ほど委員からご

指摘がありましたように、補助金をうまく

使う。それから、起債の発行をしながら、

償還を分割償還する。それから、いかに市

民サービスを提供するかということが、

我々の課題と考えております。 

 このように考えますと、それぞれ、非常

に財政状況は厳しい中でも、やはりやって

いかなければならない仕事というのは、た

くさんございます。 

 それと、やはりやりかけた事業もござい

ますし、それから手がけていく事業、幾ら

財政がしんどくてあっても、やはりやり遂

げていかなければいけません。そういう分

では、財政状況とは、別になり、一定事業

はしっかりと償還していかなければなら

ないと考えております。 

○三好義治委員長 森川課長。 

○森川財政課長 令和３年度のコロナ対

策に要した市の持ち出しについてでござ

いますけれども、まず、先ほどご答弁させ

ていただきました、令和３年度の国の補正

予算の地方創生臨時交付金、感染症対応分

と地域経済対応分につきましては、令和４

年度へ繰り越すことを考えておりますこ

とから、こちらは令和４年度の対応となり

ます。 

 それ以外で、令和３年度の地方創生臨時

交付金における配分上限額が、約３億３，

０００万円ございます。それに対して、歳

出の実施計画としまして、新型コロナウイ

ルス感染症対策飲食店取引事業者等支援

金など、２１の事業を計画で提出しており

ます。この２１事業の総額が、約６億２，

０００万円でございまして、この差し引き

の約２億９，０００万円が、予算上ではあ

りますけれども、一般財源ということにな

ります。 

 これは、令和２年度でもそうだったんで

すけれども、執行が必ず１００％というわ

けではございませんので、決算は当然これ

よりも下回るものとは思っております。 

 それから、それ以外の経費についても、

コロナ対策で予算計上しているものもご

ざいますけれども、こちらについては、ま

だ集計を行っていない状況でございます。 

○三好義治委員長 寺田部参事。 

○寺田建設部参事 野口委員の動産の扱

いに関するお問いに関しまして、お答えい

たします。 

 国の動きということでございますが、特

にこの件に関しましては、国の動きはござ

いません。ただ、一般論といたしまして、

委員がご指摘のとおり、やはり空き家にな

りますと、住んでいるときに比べて、お家

の中も含めて傷みが早くなります。風通し

であったりだとか、水回りであったりだと

か、そういうようなところで非常に傷みが

あるということもございます。 

 空き家の室内、当然、住んでいたままの

当時の状況が残っているという状況は当

然考えられます。たんすであったり、家財

道具、家電機器、台所用品であったりだと

か、通常、人が生活する非常に多くのもの

があふれかえっている状況は、容易に想像

できるものでございます。 

 通常、所有者、つまり管理される方がい

らっしゃるのであれば、動産に関わるもの

をまず処分をしていただくのが当然必要

になってくると思います。 

 ただ、現金であったり、貴重品、貴金属
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類、そういうものも換価できるようなもの

も多分にございますので、ごみになるのか、

換価できるものなのかという部分につい

ては容易に判断できるものではございま

せん。通常、行政代執行等でされている内

容であれば、一定期間保管をされた上で、

換価できるものについては処分されてい

くということはお聞きいたしております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災機器管理課長 では、２回目の

ご質問、防災ブックの中のマイタイムライ

ン、もう少し具体的にというお問いでござ

いました。 

 このマイタイムライン、水害時の広域避

難を促すために、実施していただくための

ものなんですけれども、骨組みは、どんな

タイミングで、どこに、どうやって逃げる

のか、プラス持ち出し品、この辺りが柱と

なります。なかなか簡単につくれるような

ものではないので、出前講座になりました

ら、例えば朝夕の車が渋滞しているような

時間帯に避難せなあかんというケースも

とか、夜中に避難するときは、電車、バス

などは動いていないというように、イメー

ジを膨らましていただけるよう、皆さんに

問いかけるような形で、こういうケースは

こういうふうにしたほうがいいというこ

とを自然に導き出せるように上手に誘導

しながらつくってまいりたいと考えてい

ます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 野口委員。 

○野ロ博委員 要望になると思いますが、

財政問題です。副市長からいろいろ全体的

な答弁をいただきましたけれども、森山市

長は運がいいということを私よく言うん

ですけれども、今おっしゃった吹田操車場

跡地が、１４億円で買収して６９億円で売

却できたという話や、たばこ税で臨時的に

収入があったということが当然あります。 

 しかし、逆に、そういう財政的な恩恵を、

市民の方々が日々の暮らしで、どう感じて

おるかというところで、ぜひ頭を巡らして

いただければと思っています。 

 数字的には頂いておりますけれども、令

和３年度の補正予算（１５号）時点で１４

４億円の基金残高になるわけです。令和３

年度は２６億円の繰り入れでしたけれど

も、たくさんの残高になる可能性も出てき

ています。 

 臨時財政対策債についても、半分は地方

自治体の借金ということで臨時財政対策

債が出てきたわけで、そういう問題点はあ

りますけれども、何でも使えるお金ですの

で、ぜひ全体的な財政運営の中で効果的に

金額も含めて活用するべき話だと思って

います。 

 そんな中で、現状の大阪府下でも数字上

は３１市中トップの財政力に至っている

わけで、ぜひこの対策も含めて、市民の暮

らしを守るという点でも積極的に、その恩

恵を市民が受けれるように、目に見える形

で活用していただきたいと思います。 

 もう一つ、災害対策の問題ですが、いろ

いろ見ていますと、おおさかタイムライン

防災プロジェクトが出ておりますけれど

も、いわゆる広域タイムラインから市町村

タイムライン、コミュニティタイムライン

ということで、先ほど申し上げたように、

２０１９年９月に安威川流域タイムライ

ンができました。 

 また、各流域自治体のタイムラインの作

成がありますけれども、そんな中で、よう

やくマイタイムラインの作成に向けての

取り組みも進んでいくと思っています。ぜ
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ひ分かりやすく作業をしていただいて早

めに、皆さんが、こういう対応をするんだ

ということが分かるようなものをつくっ

ていけるよう、ぜひ進めていただきたいと

いうことを強調しまして、私の質問終わり

ます。 

○三好義治委員長 では、次に、松本副委

員長。 

○松本暁彦委員 それでは、質問をさせて

いただきます。 

 既に多くの委員のほうで質疑が交わさ

れておりますので、大分要点を絞りまして、

質問と要望という形でさせていただこう

と思いますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

 まず、１番目の財政につきまして、これ

も多くの質疑がございました。 

 摂津市として、かつての第二の夕張市と

言われたこともありましたが、そういった

状況からは脱却しているものと認識をし

ております。 

 そういった中で投資における税収入の

向上、つながりのまち摂津をどう実現をし

ていくかというところをしっかりと考え

ていただきたいと思います。 

 直接的、そして間接的に税収を上げて、

着実な財政運営を経営という視点で進め

ていただけるように、やはり財政課等でも、

それぞれの事業に対してしっかりとそう

いった面でも認識をしていただき、対応し

ていただければなと思います。こちらも要

望とさせていただきます。 

 続きまして、２番目、情報政策課のとこ

ろで主要事業のデジタル化というところ

で、デジタル人材育成について、これも先

ほど来、質疑がございました。デジタル化

においては、やはりコンテンツを使いこな

せるかというところは非常に重要であろ

うと考えております。それ自体を使うテク

ニックというだけではなくて想像力とい

うものを使って、それを駆使して市民サー

ビスの向上にどうつなげていくのかとい

う、その視点というのは非常に重要になっ

てまいります。 

 そういった意味でデジタル人材育成と

いうところは、テクニック、プラス想像力、

そして、いかにしてそれが市民サービスを

向上させていくのかというところも、そう

いった視点での育成というのは非常に重

要になってくるかと思いますので、そこは

ぜひ情報政策課として積極的に、計画的に

実行していただきたいと思います。これも

要望とさせていただきます。 

 続きまして、３番目、市民税課のところ

で、予算概要の３２ページ、コンビニ交付

システム使用料についてというところも

記載をされております。これは昨年の予算

でも、コンビニでのサービス増加などとい

うところで、市民の利便性向上に寄与して

いるということを、答弁をしていただいて

おります。 

 これもまたデジタル化と一緒になろう

かと思いますけれども、やはりその地域で

わざわざ市役所に行かずとも、サービスを

受けることができるということは非常に

効果的かと思います。市民サービス向上に

つながっていくということを考えており

ます。 

 デジタル化を踏まえて様々な、市民税課

なりそういった違う課なり、それぞれもし

っかりと、いかにしてデジタル化を通じた、

あるいは、そういう形で市民サービス向上

を図っていくかということをぜひ検討し

ていただきたいと思います。これも要望と

させていただきます。 

 続きまして、総務部、資産活用課につい
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てです。 

 市営団地の取り組みにつきまして、主要

事業１２ページに書かれております。そこ

につきましては議論がありましたが、一定

の理解をいたしました。 

 ほかにも資産活用課は、すべきことが多

くあろうかと思っております。その中で予

算書等には記載されていませんけれども、

旧三宅スポーツセンターと旧味舌小学校

跡地についてです。資産活用課所管の市有

地の活用について、これらの施設というも

のは防災区域とされていますが、今後、そ

の将来構想について、あるのかどうか令和

４年度では、そろそろ考えていく必要があ

ると思うんですけれども、どう考えられて

いるのか、お聞かせください。これは質問

です。 

 続きまして、建築課に行きます。 

 ５番目、予算概要９４ページの狭隘道路

整備事業、こちらももう既に質疑をされて

おりました。やはり本市の課題としては、

狭隘道路が挙げられると思います。 

 我々会派としても、その開発事業、その

周辺も含めた点だけでなく、面での取り組

みにおいては、この狭隘道路解消というの

は大きく求められるところであると考え

ております。令和３年度は、そのことを受

けて、新たな狭隘道路整備事業が行われま

した。その成果は、先ほどの質疑でお聞き

をしております。 

 この点、どの事業もなかなか１００％と

いうことはありませんが、当初の計画から、

いかにして成果というのを検証して、グレ

ードアップを図っていくことが必要であ

ろうかと考えております。 

 これは、ぜひしっかりと、その成果とい

うものを踏まえて、今後さらに修正するな

り、改善するなりというところは狭隘道路

解消のために、ぜひ進めていただきたいと

思います。こちらも要望とさせていただき

ます。 

 続きまして、６番目、予算概要９２ペー

ジの多世帯同居・近居支援事業についてで

す。 

 これも一定これまでの質疑の中で、成果

があるものとして評価はしているところ

でございます。 

 そして、さらなる工夫というものも、令

和４年度の中で検討していただきたいで

す。これは我々、ずっと会派としても言っ

てきましたけど、単なる補助として受け止

められていないかということです。市民に

摂津市の思いが通じているのか。そのＰＲ

が必要な施策であると考えております。 

 つながりのまち摂津の実現に向けた施

策として、やはり補助だけではない、それ

以外にやっぱり、この事業については意味

があるなということも考えております。そ

れについては使った方にアンケートを取

っていただいて、摂津市の思いを理解して

もらうとか、これが何かきっかけになりま

したとか、そういうところの数字以外にや

っぱり、その成果というのを把握する必要

がある事業だと考えております。 

 そして、もし今後、この制度をさらに発

展させて、例えば人口減少地域などは、具

体的に分かっております。鳥飼まちづくり

と併せて、今の広報を１０とするならば、

例えばですけど、人口減少地域への支援は

２割増しで、人口増加地域は２割減とか、

一律化をやめて工夫をすることも一つの

方法だと考えております。 

 やはり交通利便性が高い場所は選ばれ

やすいです。必ずしもそういった条件に恵

まれていない地域を選択していただける

ことは感謝の思いを伝えるとか、そういっ
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たことも必要であると考えております。 

 今の制度という形では難しいかもしれ

ませんけれども、一度そういった制度の進

化というのもぜひ検討することを要望と

させていただきます。 

 続きまして、７番目の予算概要の９６ペ

ージにあります、新幹線公園等の取り組み

のところです。 

 これまで令和３年度の新幹線公園での

取り組みというのは高く評価をしており

ます。そこで、質疑等でも、代表質問等で

もいろいろ出てきました。新たな取り組み

である新幹線公園のビラについて、どのよ

うなものか。私は、吹田市との連携、相乗

効果を図ることができるように取り組ん

でほしいということも、前々から言ってお

りますけれども、改めてその点、令和４年

度の取り組みについてお聞かせください。 

 続きまして、８番目、これは予算書等に

は記載をされておりませんけれども、これ

も先ほど来、公園整備の方向性についてと

いうことで質疑は交わされております。 

 新幹線公園、明和池公園といった、他の

公園とはやっぱり異なる魅力を持って、そ

れを生かすことが公園の魅力向上につな

がり、人を集めて、つながりの拠点ともな

り、シティプロモーションにもつながり、

大きな成果を生むものと考えております。 

 特に公園の魅力化というのは、観光資源

が少ない本市のシティプロモーションに

は有効であろうかと考えます。そしてまた、

今後の鳥飼まちづくりでも、魅力ある公園

の取り組みにもつながっていくものと考

えております。 

 それでシティプロモーション戦略の愛

着度向上、そして協働人口の増加に貢献す

るよう、公園の機能別化、公園の魅力化に

ついて考えていくべきと思いますけれど

も、その見解をお聞かせいただきたいと思

います。これは質問です。 

 続きまして、９番目、予算概要７８ペー

ジの農業水路管理事業について、これも質

疑が既に交わされております。 

 安威川氾濫は１００年と。そして、淀川

阪氾濫は１０００年という目安の中で、で

は、内水氾濫の目安って何年なのか。市民

に分かりやすく、より注意喚起を促したり、

あるいは下水道や水路、上流の高槻市と連

携が行えるということから、そういった目

安を導き出すということは重要であると

考えております。ぜひとも安全・安心のま

ちづくりに向けて鋭意進めてもらいたい

と思います。これは要望とさせていただき

ます。 

 続きまして、主要事業１ページの１０番

目、都市計画マスタープランについて、こ

れも代表質問でも取り上げております。質

疑もありました。 

 インフラ整備というのは非常に時間が

かかるものであります。やはり他市に比べ

て摂津市が、道路がやっぱり狭いとかとい

う話もよく聞く中で、時間をかけて着実に

進めていくべき事業と考えております。そ

のための一貫性を求める中で、都市計画マ

スタープランというものが非常に重要に

なってくると考えておりますので、これは

もうしっかりと作成されるよう、要望とさ

せていただきます。 

 続きまして、１１番目、同じく主要事業

１２ページの３Ｄ都市モデル活用事業、こ

ちらも先ほど来、質疑も交わされておりま

す。中身についてもしっかりと説明をして

いただきました。これもまさにデジタル化

についての活用の一つかなと考えており

ます。全国に五十数都市の中の一つで、摂

津市が選ばれているということで、非常に
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すばらしいことだと思います。 

 デジタル化を様々な点で活用できる、そ

ういった人材をぜひもっともっとふやし

ていただきたいと思います。そして、各課

でしっかりとそれを生かして、市民サービ

スの向上につなげられるように、想像力を

生かして取り組んでいただきたいと思い

ます。これは、ぜひ期待する事業ですので

頑張っていただきたいと思います。こちら

も要望とさせていただきます。 

 続きまして、１２番目、これも主要事業

１ページにあります正雀駅前道路改良事

業について、これも先ほど来、質疑がござ

いました。その点、ただ、もう一つ確認を

させていただきたいのですが、歩道整備と

併せて、こちらの広場をできれば確保して

いきたいということでありますけれども、

当然ながら地域との協議も進めていくも

のと考えますが、まずもって、市としては

どうあるべきなのか、その考え方について

お聞かせください。 

 続きまして、１３番目、主要事業２ペー

ジ、公共交通整備事業、こちらも先ほど来、

質疑も交わされております。地域の方々の

要望は大きいもので、しっかりと検討して

いただくように、要望をいたします。 

 そして、シェアサイクルについてですけ

れども、その取り組みについては実証実験

ということで、利便性向上につながるもの

と期待をしております。 

 そこで、今後、その実験がうまくいって、

例えば正式な事業になった場合、どうなっ

ていくのか、その予算やそういう兼ね合い

などについて、教えていただきたいと思い

ます。１３番目は質問です。 

 続きまして、１４番目、予算概要２４ペ

ージ、防犯カメラ設置事業、こちらも先ほ

ど来も、質疑も交わされております。ぜひ

とも防犯対策というのは市民の安心した

生活には必要不可欠でございます。防犯カ

メラについては警察と連携して、必要なと

ころは引き続き設置をするなど、抑止力の

発揮に取り組んでいただくようにしてい

ただきたいと思います。こちらは要望とさ

せていただきます。 

 続きまして、１５番目、予算概要の１０

６ページ、防災士資格補助制度についてと

いうところです。 

 こちらも先ほど来、質疑がされておりま

すけれども、防災士資格補助については、

もう防災サポーターになることが要件と

して認識を私はしておりますけれども、今

回、令和４年度は、防災サポーター講座と

いうものが多分、実施されていないという

ことだと思うんです。当然この資格補助制

度、資格を取られた方々に講習をしなけれ

ばならないと考えますけど、そこではどう

されるか、確認の上でお聞かせください。

これは質問です。 

 続きまして、１６番目、これは予算概要

１０６ページのところにあります広域避

難の様々な取り組みをされるということ

で、広域避難シミュレーション等、委託料

等もされるというところで質疑もされて

おりました。一定は認識をいたしておりま

す。 

 その考え方について、広域避難は万博公

園の避難、あるいは縁故避難など、そうい

ったものを進めていると考えております。

基本的には、以前お聞かせいただいた中で

は、安威川氾濫と淀川氾濫の両方が起きた

ことを想定しての計画を進めているもの

と理解をしております。最大予想点を考え

て今、計画を進めるということはもちろん

重要でございます。 

 しかしながら、同時に、安威川氾濫は１
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００年に１度、そして淀川氾濫は１０００

年に一度です。安威川であれば大阪北部が

メーンで、そして淀川では滋賀県や京都府

といった琵琶湖一体だったりと、異なるも

のであって、なかなか二つの氾濫が同時に

起こる可能性というのは、低いものと考え

ております。 

 この中でいえば、例えば安威川氾濫、１

００年に一度となっていますが、単一での

災害発生の可能性が非常に高いという中

で、しっかりと安威川氾濫での単一の災害

にも対応できる、運用での融通性が計画の

中で求められると思うんですけれども、そ

の点をどうお考えなのか、お聞かせいただ

きたいと思います。これは質問です。 

 続きまして、１７番目、主要事業３ペー

ジの地域防災計画の改定というところで

す。 

 これも先ほど来、質疑が交わされており

ます。今回の地域防災計画を改定するとい

うことで理解はしておりますけれども、そ

の地域防災計画については、前回は危機管

理体制の改革に合わせて実施をして、そし

て今回の改定を迎えているわけでありま

すけれども、今後、定期的に、どのタイミ

ングで改定を考えていくかというのは、し

っかりと考えるべき必要があると考えて

います。 

 例えばですけど、今、ＢＣＰも作成をさ

れていると認識をしておりますけれども、

地域防災計画の改定は１年目、そして今、

地震ＢＣＰの改定は２年目、水害のＢＣＰ

の改定は３年目などのサイクルをやって

いくというところが一つ必要かと考えま

す。 

 昨年は、地震での災害対策本部訓練を実

施されております。今年度は水害というこ

とでしたけれども、何か諸般の事情で中止

ということをお聞きしております。そうい

った課題というのは当然ながらＢＣＰに

反映していかなければならないし、ＰＤＣ

Ａサイクルを繰り返して、有事における行

動への精度を高めていかなければならな

いと考えております。 

 そういった中、地域防災計画の改定、そ

してＢＣＰの改定、そういったサイクルを

しっかりと計画的に取り組んで、それに伴

って訓練などについて取り組んでいかれ

るよう、これはもう要望とさせていただき

ます。 

 最後、１８番目、予算概要の１０６ペー

ジのところで防災訓練がございます。防災

訓練についても質疑は行われておりまし

た。 

 そうした中、防災訓練の中で当然ながら

庁内での訓練、災害対策本部訓練というの

も挙げられる中で私は、これは最低、年１

回は実施すべきということを、これまでず

っと提言してまいりました。 

 大阪北部地震の教訓を受け、本会議の市

答弁でも、定期的に実施するとしておりま

す。災害対策本部訓練をなぜ一年に１回は

しなければならないかというのは、ＰＤＣ

Ａサイクルを回すためというのはもちろ

んのこと、自分がどう災害時に動くべきか、

それを真摯に考える、やはりその機会が必

要であると考えております。 

 そして、災害対応が我が事であることを、

そして、どのような情報伝達、市長等の意

思決定をどのように仰ぐのかと。文書でな

く、その目で見て確認して、いつ起きるか

分からない災害に備えると。その機会を提

供するのも災害対策本部訓練の重要な意

義だと考えております。そして、やはり議

会としても有事に、市の災害対策本部が機

能できるのかというのを確認、評価する機
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会でもあろうかと思いますが、これは理事

に、災害対策本部訓練の意義について、教

えていただきたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、資産活用

課に係ります、旧三宅小学校及び旧味舌小

学校跡地の今後の活用についてのご質問

にお答えいたします。 

 委員からもございましたように、現在、

旧三宅小学校、旧味舌小学校の跡地につき

ましては、災害時の防災空地として位置づ

けをしておるところではございますが、平

時につきましては、現在、旧三宅小学校の

跡地につきまして、例えば地元自治会の祭

りでありましたり、体育祭、防災訓練等で、

また、幅広くスポーツを実践していく場と

してもご利用いただいているところでご

ざいます。 

 将来的な活用方法についての具体的な

活用については、現在のところ決まってお

りませんけれども、市の事業決定に際しま

しては、地域の特性及び今後の人口動態等

を勘案いたしまして、将来展望を見通しな

がら、市として最も有益な方策を検討して

いく必要があると考えております。今後、

先行事例も参考にしながら検討を進めて

まいりたいと考えております。 

 また、旧味舌小学校跡地につきましては、

現在、味舌体育館建設の工事が進められて

おり、そちらに要する資材置場等のストッ

クヤードとして活用しているところでは

ございます。この建設工事が終了後、令和

４年度から、せっつ幼稚園の建て替え工事

に伴います仮園舎建設の予定があり、令和

５年の秋頃まで使用予定となっておりま

す。それ以降の平時での使い方につきまし

ては、先ほどと同様、具体的には未定とな

っておりますけれども、今後、庁内におき

まして関係部署等とも協議を行いながら、

また他市の事例も参考にしながら、有効な

活用につきまして検討してまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 それでは、松本副委

員長の７番目のご質問にお答えいたしま

す。 

 新幹線公園におけるパンフレット等、吹

田市との相乗効果、あと、令和４年度の展

開についてのご質問だったと思いますが、

本市の新幹線公園と同様に、吹田市の健都

レールサイド公園内にもゼロ系新幹線車

両が展示されております。 

 当課としましても吹田市と連携を図り、

新幹線車両を通じ、公園の魅力向上につな

がる相乗効果を生み出すことができない

かと検討を進めてまいりました。 

 新幹線公園では、車両に乗車し、客席や

運転席に座り、操作レバーなど当時のもの

に直接触れながら楽しんでいただけます。 

 一方、健都レールサイド公園では、車両

内部を博物館のようなパネル展示により、

ＪＲ操車場などの歴史を学びながら楽し

んでいただけます。両公園とも、そこに訪

れなければ体験することができない魅力

が多くあります。 

 現在、関係部署と連携し、新幹線公園の

子ども向けパンフレットを３月末の完成

に向け鋭意作成中であり、完成後には新幹

線公園での配布を行ってまいります。 

 このパンフレットの作成を機に、吹田市

の関係部局と協議を行ったところ、パンフ

レット内に健都レールサイド公園内の新

幹線車両を展示している健都ライブラリ
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ーの案内を入れることで、パンフレットを

置いていただけることになっております。 

 また、吹田市から健都レールサイド公園

などのパンフレットが作成され、新幹線公

園での配布を依頼されれば対応してまい

ります。 

 今後も今回のパンフレットをきっかけ

に、お互いの公園をＰＲすることで、魅力

のある公園づくりに向け協力しながら進

めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、ご質問の８番目、シティプ

ロモーションを踏まえた魅力ある公園に

つきましてお答えいたします。 

 近年の加速する少子高齢化の進行や共

働きなど、社会状況や人々のライフスタイ

ルも、公園開設時とは大きく変わっており

ます。市民の公園に対するニーズも、これ

までの憩いや安らぎだけではなく、防災・

減災や健康増進、子育て支援など多様化し

てきている現況もあります。 

 このようなことから高齢者が健康づく

りに取り組める公園や、小さなお子様たち

が保護者と一緒に遊具で安心して楽しめ

る公園、複合遊具や大型遊具を備えた幅広

い年齢層の子どもたちが遊べる公園、はだ

しで遊べる芝生広場のある公園など、今後

は目的に応じ、機能を特化させた公園の役

割分担についても検討していく必要があ

ると考えております。 

 ただ、課題もございまして、地域の理解

を得ることが重要であり、住宅地、工場や

倉庫など、その沿線での生活環境との調和

が図れるよう、周辺住民や企業などの声を

聞いていく必要がございます。 

 委員のお話にありましたようにシティ

プロモーション、この観点からも踏まえて、

今後も公園のにぎわい創出と市民サービ

スの向上、公園の利便性・快適性・安全性

を目指し、引き続き様々な検討や取り組み

を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、１２番目の

正雀駅前のご質問にお答えさせていただ

きます。 

 阪急正雀駅前につきましては、これまで

再開発を断念した経過がありまして、現在

取り組んでいる道路拡幅事業に伴う地権

者との交渉の中で、道路事業以外の部分に

つきましても、土地の確保の可能性が出て

まいりましたことから、正雀駅前のポテン

シャルの高い駅前における用地を確保し

て、にぎわいづくりが創出できる空間とし

て用地を確保してまいりたいと考えてお

ります。 

 にぎわいづくりにつきましては、特に地

域に根づいたものにするためには行政側

だけではなく、地元の地域の方々や周辺地

域の団体が主体、主役となって進めること

が肝要と考えておりまして、ワークショッ

プ等により、それぞれの意見を取り入れ、

地元の方々や関係者が自ら企画し、持続し

て活用できる空間となる仕組みをつくり

ながら考えを集約し、その方向に沿った整

備をしていきたいと考えております。 

 そのためには、まず地権者のご理解とご

協力をいただき、用地確保に努めてまいり

たいと考えております。その上で、その進

捗を見ながら、地元等の意見を聞くなど、

阪急正雀駅前のにぎわいづくりに向けた

機運醸成を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして、１３番目の公共交通に伴う

シェアサイクルについてでございますが、

シェアサイクルにつきましては、現在、産

官学連携協定を結び、４月１日から市内各
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所のシェアサイクルのポート設置に向け、

現在取り組み、４月１日より順次供用して

いく状況であります。 

 現在、その整備に当たりましては初期投

資、イニシャル・ランニングコストについ

ては市の予算はございません。 

 また、実証実験でございますので、各施

設に設置させていただいている占用料等

についても徴収が発生しておりません。 

 今後、実証実験の結果に基づいて、正式

な配置が確定していくのか。また、あるい

は、引き続いて実証実験の期間を延長して

いくのか。こちらについては事業者側と協

議してまいります。 

 それとともに、他の先進的に導入してい

る自治体も参考にしながら、また、公共性

があるかどうかも含めまして、各施設の減

免措置が取れるかとかですね。そういった

ことも踏まえながら、今後は検討してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、質問番号

１５番でございます。 

 予算概要１０６ページの防災士の資格

補助でございます。 

 資格補助を受けられてこの防災士に合

格された方は、必ず防災サポーターとして

登録いただいて、ご活躍いただくという前

提で補助するものでございます。引き続き

令和４年度もこの補助制度、続けてまいり

たいと考えております。 

 続きまして、１６番でございます。 

 委員がおっしゃっていた安威川、淀川、

氾濫の想定の頻度等が、まず違うというと

ころなんでございます。例えば、淀川は大

丈夫で安威川が危ないとなりましても、右

岸、左岸、どちらが切れるか、なかなか予

想も難しいですし、そもそも大雨が降って

いるという前提でございます。 

 もう危険を避けるという意味で、どちら

の川が切れる云々ではなくて、災害が想定

される場合は早めに広域避難をしていた

だきたいという考え方に至っております。 

 また、この辺り、令和４年度に広域避難

のシミュレーション等々、委託事業で検討

してまいりますので、さらに深めてまいり

たいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 辰巳理事。 

○辰巳総務部理事 災害対策本部訓練に

つきましては、先日の代表質問で、令和３

年度は水害を想定した災害対策本部の運

営訓練を実施する予定ですというご答弁

をさせていただいたところなんですけれ

ども、急遽中止をさせていただきましたこ

とを、まず深くおわびを申し上げます。 

 災害対策本部の訓練の意義につきまし

ては、有事の際に市民の生命の安全を守る

ために、平時から、あらゆる事態を想定し

て、的確な判断や情報発信などの行動が取

れるように災害対策本部の各班がどの時

点で何をしなければならないかを確認し

ておくための訓練というものを継続して

実施していくことが大変重要であると考

えております。 

 そういう意味では、令和３年度に実施し

ました地震編のＢＣＰの改定であります

とか、今後実施してまいります地域防災計

画の見直しなどを訓練にも必ずきっちり

と反映させていく必要があると考えてお

ります。 

 また、人事異動も含めまして、各部署が

平時から災害を意識して業務に取り組む

ように、また、平時のうちにそういう確認

しておくべき事項について災害対策本部
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内でしっかりと協議をいたしますととも

に、効果的な訓練の実施時期等についても

検討して効果的な訓練を実施してまいり

たいと考えております。 

○三好義治委員長 松本副委員長。 

○松本暁彦副委員長 ありがとうござい

ます。 

 それでは、引き続いて質問、もしくは要

望という形にさせていただきます。まず、

４番目の資産活用課の旧三宅スポーツセ

ンター、そして旧味舌小学校跡地防災区域

化に伴う今後の方向性について、まだ具体

的に将来的な構想は、味舌は仮園舎を建て

るというところで、ただ、その後は特に決

まっていないということは認識いたしま

した。 

 これについては要望とさせていただき

ますけれども、やはり昔、一部では売却益

を税収に充てるという考えがあったとい

うところを認識しています。それは、当時

は当然であろうかなと思います。しかしな

がら、今は健都、そしてまたＪＲ千里丘駅

西地区の再開発等で、さらに税収増が見込

まれます。かつてとは状況が大きく変わっ

ているものと認識しております。そのため、

つながりのまち摂津の実現に向けて有効

活用することを検討すべきと考えており

ます。 

 これは広さがあって、位置的にも有意義

なこれらの空間というのは、もう市内にお

いても絶対に得られないものと思います。

この二つの空間を市民の公共財産として

人口減少が続く中で、このまちに住みたい

と思ってもらうために豊かな住環境の構

築に生かすべきと考えます。 

 そして魅力の向上というのは、周辺価値

向上にもつながって、開発需要を起こして、

空き家対策にもつながり、地域全体の価値

向上となって、結果として長期的な税収入

等にメリットをもたらすという考えもあ

ります。 

 その中で、例えば、味舌小学校の防災区

域はにぎわいを創出する公園として芝生

化して、一部を舗装化してキッチンカーや

イベント空間をつくり、そして今後、阪急

正雀駅前とのコラボでまちづくり拠点と

していくとか、旧三宅スポーツセンターは

耐震化されていない建物は解体して、今の

環境をさらに生かすためのスポーツが楽

しめる公園、スポーツ文化の増進と健康増

進につなげていく拠点としていく。そして、

当然ながら有事における緊急避難場所と

しての空間の確保を図っていくものであ

ります。そういった議論をそろそろ進めて

いくべきだと思います。やはり、実際に具

体化されてから時間が経過しており、１年、

２年の話じゃないと思います。そういった

中で議論というものは、そろそろ進めてい

くべきだということで、ぜひそこは継続す

るように要望といたします。 

 続きまして、７番目、新幹線公園の取り

組み、吹田市の健都ライブラリーとの連携

の取り組みについては理解いたしました。

これは、非常に期待できるものと考えてお

ります。相乗効果を図っていくことで、さ

らに来場者をふやせるものと思います。 

 ここも、先ほどお話に出ました健都ライ

ブラリーと、こういった健都の中のところ

ですけれども、摂津市においては明和池公

園がございます。この明和池公園の価値向

上は、もう一般質問でも度々の提言をして

おり、今回、イベントの取り組みというの

は高く評価いたします。 

 ここもまた健都との連携で大きく伸び

ることは間違いない場所であると考えて

おりますけれども、明和池公園での市がす
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る取り組みと今後の方向性についてお聞

かせいただきたいなと思います。これは質

問です。 

 続きまして、８番目の公園整備の方向性

についてというところで、当然、役割分担

の中で地域の理解を得ることは必要だと

いうことは理解いたしました。 

 これは先ほどの旧味舌小学校跡地の防

災区域、あるいは旧三宅スポーツセンター

でのにぎわいをつくる公園、そしてスポー

ツ増進を図る公園というところにもつな

がってくると考えております。今は全庁で

もしっかりと検討すべきではないのかと

思います。よりよい公園、そして資産活用

というのを全庁的に考えていただきたい

と思っておりますので、これも要望とさせ

ていただきます。 

 続きまして、１２番目の正雀駅前道路改

良事業についてというところで、広場とし

てにぎわいをつくる場として地域とワー

クショップ等を開いて考えていきたいと

いうところですけれども、そこは理解いた

しました。当然ながら、地権者との交渉が

重要であって、どう転ぶか分からないとい

う認識をしております。 

 しかしながら、交渉での姿勢というのも、

やはりどこまで実現したいのかという、職

員の事業への思いも説明の仕方や行動で

変わってくるものと考えております。 

 その中でいかにしてそういう思いを自

分たちでまず醸成するかというところは、

ワークショップの前に一定あるべき姿や、

考えていく在り方というのは、当然、持つ

べきものと考えております。 

 その中で私は、阪急正雀駅前に人がとど

まれる工夫、憩いの場ということも検討し

ていただきたいと思います。阪急正雀駅前

に足りないと感じているのが学生などの

人々が駅前にとどまる場所がないという

ことです。そのために素通りしてしまって

いるという中で、それがとどまれることが

できて、そういう場所があれば、そこに時

間ができて、商店街にもお金を落とすとい

う、その機会もふえていくと考えています。 

 まずは市としてのこうあるべきだとい

うことを一定踏まえた上で、ワークショッ

プでさらに深めていくというところをや

っていかなければいけません。今ここが地

権者と交渉するに当たって、やっぱり何と

してもここは地域のためにこうあるべき

というイメージがあって、ここに進みたい

んですという姿勢というのも非常に大切

になってくると思います。ぜひ、しっかり

と取り組んでいただきたいと、要望とさせ

ていただきます。 

 １３番目のシェアサイクルについてと

いうところで、今後、これから実証実験が

始まって、今後どうなるかまだ分からない

というところですが、将来的なところも考

えて取り組んでいただきたいなというと

ころは要望とさせていただきます。１３番

目も要望です。 

 続きまして、１５番目の防災資格補助制

度のところで、この質問と答弁があってな

いと思います。私は防災資格補助といった

ら防災サポーターになることが要件とい

うことで、防災サポーター講座を受けるの

か、受けないのかというところで答弁をい

ただきたかったんですが、それは答えてい

ただきたいなと思いますので、こちらを質

問といたします。 

 続きまして、１６番目です。災害想定の

中で柔軟に対応していくという、そういう

認識であるということを理解いたしまし

た。 

 災害は、いつ起こるか分からないという
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中でしっかりと取り組んでいただきたい

と思います。 

 その中で最後に、防災危機管理部署と建

設部を所管する福渡副市長に、お聞きした

いと思います。 

安全・安心のまちづくりを副市長として

どういう方向性で進めていくのか、お聞か

せいただきたいと思います。 

 続きまして、１８番目の災害対策本部訓

練の意義については理解いたしました。ぜ

ひ、その意義を踏まえてしっかりと取り組

んでいただきたいと思います。防災危機管

理部署として以前に先延ばしをして、大阪

北部地震を迎えたので、失敗を繰り返すこ

とが決してないように、そこはしっかりと

考えていただくように要望させていただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

宮城課長。 

○宮城水みどり課長 それでは、２回目の

ご質問にお答えいたします。 

 明和池公園でのイベントについてでご

ざいます。イベントの内容でございますが、

公園の新たなにぎわいの創出の検討に際

し、地域活性のイベント、企画、運営を行

う民間事業者より申出がございまして、事

業者のもと実証実験としてキッチンカー

による飲食サービスを提供するイベント

となっております。 

 現在の新型コロナウイルス感染症の拡

大から、まだ正式に決定しておりませんが、

４月第１週目の２日、３日の土曜日と日曜

日の開催に向けまして事業者と協議、準備

を進めております。今回のイベントは公園

の魅力向上に大きく寄与するものと期待

しております。 

 先ほど、ご答弁申しました新幹線公園の

子ども向けのパンフレットでございます

が、今回のイベントの際に配布してまいり

ます。それにより、新幹線公園への魅力を

知っていただいて来場していただけるよ

うに努めてまいりたいと考えております。 

 また、この場では来場者の声をアンケー

トの形で収集することを考えております。

事業者からは、今回のイベントを実証実験

として三年間は続けたいとの話を頂いて

おりますので、引き続き協力してまいりま

す。 

 今回の明和池公園での取り組みをまず

は成功させ、その上でアンケートなどの結

果を整理し、十分検証してまいりたいと考

えております。 

 今後は、今回のキッチンカーのイベント

に限らず、他の公園を含めた様々な取り組

みを検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 先ほど答弁が

漏れておりました。１５番目の質問で、防

災士の方、補助するときに必ず講座を受け

ていただくことにしております。ただ、一

般の防災サポーターの養成講座とは異な

りまして、防災士に合格された方なので基

礎知識はあるということで、我々から防災

サポーターの役割という辺に軸足を置い

た講座を一回だけご用意しておりまして、

それを受講していただくことにしており

ます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 福渡副市長。 

○福渡副市長 まず、安威川と淀川の整備

確立ですけれども、安威川が実は２００年

に一遍で、淀川が１００年に一遍となって

おりまして、１０００年ではないんです。
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１０００年は浸水想定区域をつくるとき

にどれぐらいの雨を降らせるかで想定災

害を当てはめるときは１０００年として

いるので、そういう意味では少し違います。

そこは少し間違っていたので訂正させて

いただければと思うのと、それから、先ほ

どおっしゃっていた安全・安心のまちづく

りについてでございます。私は国土交通省

の河川部局から来ておりますので洪水の

話からお答えさせていただきますけれど

も、実際に洪水のリスクというのは、実は

昔と今とではすごく変わっているという

ことを、まず市民の方々にお知らせさせて

いただきたいと思っております。どういう

ことかと言いますと、淀川にしても、安威

川にしても、そこに入ってくる流入河川に

ついても、大阪府とか、国土交通省とかが

すごく整備を進めておって、それぞれ取り

あえずハード的なところは、１００年、２

００年に一度の分で、安威川は今年ダムが

出来上がるんですけど、それで形はもう出

来上がるということになるので、それを超

えるような雨が降らないと基本的には災

害になりません。 

 どういうことかというと、実際に浸水被

害を受ける時というのは、物すごい状態じ

ゃないと浸水被害を受けないというぐら

い激しいものになります。例えば、オラン

ダは、自分たちで掘って、堤防を造って、

風車で水を抜いております。オランダは低

平地になっていて堤防が破堤すると、どぼ

んとつかるということになります。オラン

ダと同じようなことが安威川以南でも想

定されます。そういう危機感をもって、ま

ずは市民にちゃんとお知らせしなきゃい

けないのが先だと思っています。 

 安全・安心のまちづくりの話ですけれど

も、安全・安心て別に災害からの安全だけ

ではなくて、いろんな安全、それからいろ

んな安心というのがあるかと思います。ま

ちづくりですので、災害、防災の話だけで

はなくて、当然、福祉の話とか、いろんな

ものが関係してくることになります。そう

いう意味で住まれている方々が安全・安心

に住まわれるということを担保しようと

思うと、防災危機管理課だけではなくて、

いろんな課が協力しながら一生懸命やっ

ていかないと、結局、そのゴールにはたど

り着けないということがあります。 

 そういうことを含めて、市役所の中でも、

これからまちづくりをやっていく上では、

いろんなところと協力しながら、全体で対

応できるような形で市民の方々と向き合

っていかなきゃいけないと思っていると

ころでございます。頑張っていきますので、

引き続きよろしくお願いいたします。 

○三好義治委員長 松本副委員長。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。

じゃあ、もう最後、全て要望とさせていた

だきます。 

 まず明和池公園の価値向上の取り組み

というところです。キッチンカーのイベン

トは今後三年間進めていきたいというと

ころを理解いたしました。ぜひ、成功させ

て、そして継続させていただきたいと思い

ます。今後、健都につきましては、イノベ

ーションパークにてニプロ本社の建物が

これから建てられるというところで、ほか

の施設も逐次出来上がると思います。どん

どんここは人がふえていくというところ

で、将来的には、以前も言っておりました

が、例えば、三宅公園のランニングステー

ションといった、その可能性についても、

こうしたイベントを通じて民間事業者と

明和池公園に大きな価値をしっかりと見

出してくれるかと思います。将来を見据え
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たそういった取り組みも、引き続き検討し

ていただきたいと思います。こちらについ

ては要望です。 

 続きまして、防災士資格補助制度のとこ

ろです。講座を一回受けるということで理

解いたしました。防災サポーターになれる

ということなので、防災サポーターはさら

に人がふえていくというところで、ぜひ、

そこもこれまでの質疑同様にしっかりと

連携して、防災サポーターがいかにしっか

りと連携して摂津市の安全・安心のまちづ

くりに貢献する、あるいは有事のときに活

躍していただける、その取り組みを結果的

には進めていただくように要望といたし

ます。 

 最後に福渡副市長、ありがとうございま

した。一年間、摂津市の中でいろいろ見ら

れて、残り一年ですけれども、しっかりと

リーダーシップを発揮して、摂津市をより

よいものにしていただきたいと思います。

ありがとうございました。 

 以上です。 

○三好義治委員長 以上で、総務部、建設

部に関する質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時４７分 休憩） 

（午後３時１９分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 引き続き、議案第１号所管分及び議案第

１０号所管分の審査を行います。 

 本２件について補足説明を求めます。 

 大橋市長公室長。 

○大橋市長公室長 それでは、議案第１号

令和４年度摂津市一般会計当初予算のう

ち、市長公室に係る事項につきまして目を

追ってその主なものについて補足説明を

させていただきます。 

 まず歳入でございます。３８ページ、款

１５国庫支出金、項２国庫補助金、目１総

務費国庫補助金では、淀川河川防災ステー

ションの整備等に係る社会資本整備総合

交付金を計上いたしております。 

 ５０ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目１総務費委託金では、人権啓発推進

事業に係る人権啓発活動委託金を計上い

たしております。 

 ５２ページ、款１８寄附金、項１寄附金、

目１寄附金では、いわゆるふるさと納税に

係る一般寄附金を計上いたしております。 

 ５６ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入では、広報誌及びホームページへ

の広告掲載料や退職者の上下水道部での

在職期間に応じて企業会計から収入いた

します退職手当等に係る上下水道事業会

計負担金、大阪府後期高齢者医療広域連合

等から収入する派遣職員に係る給与等負

担金、会計年度任用職員等、雇用保険個人

掛金等を計上いたしております。 

 次に、歳出でございます。６８ページか

ら７２ページ、款２総務費、項１総務管理

費、目１一般管理費では、諸業務を初めと

する市長公室各課に関わります事務執行

経費のほか、人事課が所管いたしておりま

す職員研修、労働安全、衛生職員健康管理、

職員厚生会関係などに係る経費を計上い

たしております。 

 同じく７２ページから７４ページ、目２

文書広報費では、広報誌及びホームページ

に係る経費のほか、シティプロモーション

の推進に向けたふるさと応援寄附金の事

務に係る委託料や、大阪銘木イベント実施

に係る補助金などを計上いたしておりま

す。 

 ７６ページ、目５企画費では鳥飼まちづ

くりグランドデザインの推進に係る報奨

金、淀川河川防災ステーション上下公共施
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設の検討に係る委託料などを計上いたし

ております。 

 ８０ページ、目１１女性政策費では、摂

津市男女共同参画推進審議会に係る委員

報酬などを計上いたしております。 

 同じく８０ページから８２ページ、目１

２男女共同参画センター費では、男女共同

参画センターの講座開催及び、相談業務な

どに係る経費を計上いたしております。 

 ８６ページ、目１７諸費では、摂津市人

権行政推進計画の改定に係る委託料など

を計上いたしております。 

 次に、人件費に係る内容をご説明いたし

ます。２０４ページから給与費明細書をご

参照ください。 

 令和４年度当初予算の人件費は特別職

に係る予算として３億７，０９７万２，０

００円、一般職に係る予算といたしまして

６４億４，５８０万円、総額６８億１，６

７７万２，０００円を計上いたしておりま

す。前年度当初予算と比較いたしますと、

３億３，６６３万８，０００円の増額とな

っております。 

 これらの人件費の内訳は、それぞれの予

算科目において計上いたしており、報酬が

１１億９，６００万２，０００円、給料が

２３億５４２万８，０００円、職員手当等

が２２億５６６万３，０００円、共済費が

１１億９６７万９，０００円となっており

ます。 

 次に、一般職の人件費の主な増減につい

てでございますが、人件費全体では、３億

４，１１５万２，０００円の増額となって

おります。この内訳につきましては、報酬

で７，５６７万８，０００円の増額、給料

で６，９７８万３，０００円の増額、職員

手当で９，９３５万２，０００円の増額、

共済費で９，６３３万９，０００円の増額

となっております。報酬、給料、職員手当

及び共済費、いずれも職員の増員が主な要

因でございます。 

 続きまして、議案第１０号令和３年度摂

津市一般会計補正予算（第１５号）のうち、

市長公室に係る事項につきまして、その主

な内容について補足説明をさせていただ

きます。 

 まず、６ページの第２表、繰越明許費を

ご参照ください。款３民生費、項１社会福

祉費、非課税世帯等臨時特別給付金事業に

つきまして、事業が令和６年度にわたるこ

とから経費の一部を繰越明許するもので

ございます。 

 次に、歳入についてでございますが、２

０ページ、款１８寄附金、項１寄附金、目

１寄附金では、人権女性政策課に係る指定

寄附金を計上いたしております。 

 次に、歳出でございます。２４ページか

ら２６ページ、款２総務費、項１総務管理

費、目１一般管理費では、旅費などの経常

経費について決算見込みによる減額をい

たしております。 

 同じく２６ページ、目５企画費では、報

奨金、印刷製本費などについて決算見込み

による減額をいたしております。また、防

災ステーション整備計画検討支援に係る

委託料については、国との連携のもと、計

画の承認に向け予算を執行することなく

調整を進めることができたため、減額をい

たしております。 

 ２８ページ、目１１女性政策費では、男

女共同参画計画策定に係る委託料など、目

１２男女共同参画センター費では、会計年

度任用職員に係る報酬、旅費など、３０ペ

ージ、目１７諸費では、市民意識調査に係

る委託料などについて、それぞれ決算見込

みによる減額をいたしております。 
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 次に、人件費に係る内容について６４ペ

ージからの給与費明細書をご参照くださ

い。特別職の人件費につきましては、総額

で９２５万４，０００円の減額となってお

ります。これはその他の特別職の報酬に係

る決算見込み及び令和３年人事院勧告に

基づき期末手当の支給月数を０．１５月分

引き下げたことが要因でございます。 

 次に、一般職の人件費につきましては、

報酬で２，９２３万５，０００円の減額、

職員手当で１，５５４万６，０００円の減

額、調査費で３，１６６万３，０００円の

減額となっております。 

 この要因でございますが、報酬は会計年

度任用職員の任用状況、職員手当は令和３

年人事院勧告に基づき期末手当の支給月

数を０．１５月分引き下げたこと、共済費

は報酬と職員手当の減額に伴うものでご

ざいます。 

 以上、議案第１号令和４年度摂津市一般

会計予算及び議案第１０号令和３年度摂

津市一般会計補正予算（第１５号）の補足

説明とさせていただきます。 

○三好義治委員長 池上行政委員会事務

局長。 

○池上選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局長 それ

では、議案第１号令和４年度摂津市一般会

計当初予算のうち、公平委員会、固定資産

評価審査委員会、選挙管理委員会及び監査

委員事務局にかかります項目につきまし

て、目を追って補足説明させていただきま

す。 

 歳入でございますが、予算書の４２ペー

ジ、款１５国庫支出金、項３委託金、目１

総務費委託金のうち、選挙費委託金につき

ましては、参議院議員通常選挙の執行に係

る委託金でございます。 

 ５０ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目１総務費委託金のうち、選挙費委託

金につきましては、大阪府知事選挙及び大

阪府議会議員選挙の執行に係る委託金で

ございます。 

 続きまして、歳出でございますが、７８

ページ、款２総務費、項１総務管理費、目

７公平委員会費及び目８固定資産評価審

査委員会費につきましては、委員報酬など

委員会運営に係る経費でございます。 

 ９２ページ、項４選挙費、目１選挙管理

委員会費につきましては、委員報酬など委

員会運営に係る経費でございます。 

 ９４ページ、目２参議院議員通常選挙費

につきましては、夏の参議院議員通常選挙

に係る執行経費でございます。 

 ９６ページ、目３府知事及び府議会議員

選挙費につきましては、令和５年４月に統

一地方選挙として執行が見込まれる大阪

府知事選挙及び大阪府議会議員選挙に係

る執行経費でございます。 

 １００ページ、項６監査委員費、目１監

査委員費につきましては、委員報酬など監

査事務実施に係る経費でございます。 

 以上、議案第１号令和４年度摂津市一般

会計当初予算の補足説明とさせていただ

きます。 

 続きまして、議案第１０号令和３年度摂

津市一般会計補正予算（第１５号）のうち、

公平委員会、固定資産評価審査委員会、選

挙管理委員会及び監査委員事務局にかか

ります項目につきまして目を追って補足

説明させていただきます。 

 まず、歳入でございますが、１８ページ、

款１５国庫支出金、項３委託金、目１総務

費委託金のうち選挙費委託金につきまし

ては、衆議院議員総選挙の執行に 

係る、執行経費の確定に伴い、減額するも
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のでございます。 

次に、歳出でございますが、２６ページ、

款２総務費、項１総務管理費、目７公平委

員会費につきましては、事業費の精査に伴

い、減額するものでございます。 

２８ページ、目８固定資産評価審査委員

会費につきましては、事業の精査に伴い、

減額するものでございます。 

３２ページ、項４選挙費、目１選挙管理

委員会費につきましては、事業費の精査に

伴い、減額するものでございます。 

同じく３２ページ、目２市議会議員一般

選挙費につきましては、令和３年９月１９

日執行の摂津市議会議員一般選挙に係り

ます執行経費の不用額を減額するもので

ございます。 

３４ページ、目３衆議院議員総選挙費に

つきましては、令和３年１０月３１日執行

の衆議院議員総選挙にかかります執行経

費の不用額を減額するものでございます。 

３６ページ、項６監査委員費、目１監査

委員費につきましては、事業費の精査に伴

い、減額するものでございます。 

以上、議案第１０号、令和３年度摂津市

一般会計補正予算第１５号の補足説明と

させていただきます。 

○三好義治委員長 岩見会計管理者。 

○岩見会計管理者 続きまして、会計室所

管に係る議案第１号、摂津市一般会計当初

予算の主なものについて、補足説明させて

いただきます。 

まず、歳入でございます。予算書５４ペ

ージ、款２０諸収入、項２市預金利子、目

１市預金利子は、歳計現金などに係る市預

金利子でございます。 

続いて６０ページ、款２０諸収入、項４

雑入、目２雑入のうち、会計室分で、水道、

下水道事業会計からの収入につきまして

は、指定金融機関に係る派出窓口業務経費

の一部や、口座振替申込みに係る事務手数

料を、水道及び下水道事業会計から実費負

担いただくものでございます。 

続きまして歳出でございます。 

７０ページ、款２総務費、項１総務管理

費、目１一般管理費の主なものといたしま

しては、節１０で需用費では、庁内に配布

しております事務用品、また本市の各種封

筒や、賞状用紙の印刷などの経費でござい

ます。 

次に７４ページ、目３会計管理費は、会

計室で使用する事務用品や、決算書の印刷

に係る経費、役務費の手数料は、指定金融

機関に対する派出窓口事務手数料、また委

託料は報酬の支払いで生じております、源

泉徴収票発行事務の改良を加えるため、シ

ステムのカスタマイズをする経費、また使

用料及び賃借料では、口座振替等を行うた

めの回線利用料などでございます。 

以上が令和４年度一般会計の当初予算

分でございます。 

続きまして、議案第１０号、令和３年度

一般会計補正予算第１５号のうち、会計室

に係る事項につきまして、補足説明いたし

ます。 

まず補正予算書２２ページ、歳入でござ

います。 

款２０諸収入、項４雑入、目２雑入のう

ち、会計室分、水道、下水道事業会計から

の収入の減額につきましては、指定金融機

関と業務事務内容の改善と協議を行い、前

年同額と合意を得たことから、各企業会計

かの負担分が減額となったものでござい

ます。 

次に２６ページ、歳出でございます。 

款２総務費、項１総務管理費、目３会計

管理費の補正につきましても、歳入の減額
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理由同様、派出窓口業務事務手数料の減額

によるものでございます。 

以上、議案第１号及び議案第１０号の補

足説明とさせていただきます。 

○三好義治委員長 明原消防長。 

○明原消防長 議案第１号、令和４年度摂

津市一般会計予算のうち、消防本部に係る

事項につきまして、目を追ってその主なも

のについて、補足説明をさせていただきま

す。 

まず歳入でございますが、予算書３４ペ

ージ、款１４使用料及び手数料、項２手数

料、目５消防手数料は、危険物設置許可等

及び検査手数料などでございます。 

４０ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目６消防費国庫補助金は、緊急

消防援助隊設備整備費補助金などでござ

います。 

４８ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目７消防費府補助金は、大阪航空消

防運営費補助金などでございます。 

６０ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入の消防本部所管分は、消防団員退

職報償費などでございます。 

次に歳出でございますが、予算書１６２

ページ、款８消防費、項１消防費、目１常

備消防費は１０億１３９万６，０００円で、

前年度と比較して４．１％、３，９２６万

円の増額となっております。 

主なものでは１６４ページ、需用費は消

防車両のメンテナンス経費など、委託料は

消防庁舎設備等の保守管理委託などでご

ざいます。 

１６６ページ、備品購入費は、高規格救

急自動車の更新に係る機械器具費、火災現

場等で使用する空気呼吸器などの購入に

係る消防器具費などでございます。 

負担金、補助及び交付金は、大阪航空消

防運営費負担金、消火栓等整理負担金及び

指令センター共同運用等負担金などでご

ざいます。目２常備消防費は２，２６９万

２，０００円で、前年度と比較して１１１．

４％、５３８万７，０００円の増額となっ

ております。 

報酬は消防団員に支払う年間報酬及び

火災等の出動に係る出動報酬でございま

す。 

報償費は退職消防団員に支払う報償金

などでございます。 

１６８ページ、備品購入費はチェーンソ

ーの購入に係る消防団器具費でございま

す。負担金、補助及び交付金は、消防団員

等公務災害補償等共済基金の掛金などで

ございます。 

以上、議案第１号、令和４年度摂津市一

般会計予算のうち、消防本部所管分の補足

説明とさせていただきます。 

次に、議案第１０号、令和３年度摂津市

一般会計補正予算第１５号のうち、消防本

部に係る事項につきまして、その主なもの

について補足説明をさせていただきます。 

歳出でございますが、補正予算書５６ペ

ージ、款８消防費、項１消防費、目１常備

消防費は、いずれも執行差金で、決算見込

みにより減額いたすものでございます。 

目２非常備消防費は、いずれも執行差金で、

決算見込みにより減額いたすものでござ

います。 

以上、議案第１０号、令和３年度摂津市

一般会計補正予算第１５号のうち、消防本

部所管分の補足説明とさせていただきま

す。 

○三好義治委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

塚本委員。 

○塚本崇委員 ご説明ありがとうござい
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ます。それでは幾点か質問させていただき

ます。 

まず、予算書の２０６ページ、人件費事

業なんですけども、こちらの中で職員手当

の内訳、そして地域手当の部分において、

これまでも多くの方が問題にされている

かと思うんですが、令和３年度から令和４

年度の動きについて、ご説明をお願いいた

します。 

それから飛びますが、予算概要１０ペー

ジ、人事管理事業のうち、庶務事務システ

ムです。庶務事務システムとはどのような

ものになるのかということについて、まず

はご説明をお願いいたします。 

それから、同じく予算概要１０ページ、

人事管理事業の広告の部分なんですが、ど

のような媒体を利用されるのかというの

と、令和４年度における採用予定について、

お教えください。 

それから予算概要の１２ページです。公

益通報外部窓口設置についてです。これは

主要事業に書かれている部分なんですが、

これをまずどのような方に依頼されて、そ

の公益通報外部窓口を設置されるのかに

ついて、ご説明お願いいたします。 

それから予算概要１６ページ、シティプ

ロモーションについて、これは要望にした

いと思います。シティプロモーション推進

事業は、今、インスタ隊も頑張っておりま

すし、「＆ｓｅｔｔｓｕ」もあります。そ

れからＹｏｕＴｕｂｅでも動画をいろい

ろアップしていただいていると思います。

その中でもやっぱりまだまだ認知度が低

いと思われる部分もございますので、どん

どんこういったシティプロモーションの

ところについては、よりよい発信を行って、

そしてできれば、職員の皆さんもリツイー

トするなり、シェアするなりして、どんど

ん広げていってくださるようにお願いし

まして要望とさせていただきます。 

それから６番目です。予算概要２０ペー

ジ、淀川河川防災ステーション等整備促進

事業についてですが、令和４年度の取り組

みについて、お教えください。 

７番目です。予算概要３６ページ、参議

院議員選挙に係る事業についてです。この

中で、手数料１１８万３，０００円とあり

ますが、この手数料についてお教えくださ

い。よろしくお願いします。 

それから８番目です。予算概要１０２ペ

ージ、消防団活動管理事業の器具費の中に、

先ほど説明のありましたチェーンソーが

含まれているかと思われます。このチェー

ンソーの配備について、使用方法等の研修

や訓練が必要になってくると思うんです

けども、チェーンソーというと、なかなか

一般人が使えるようなもんでもなくて、危

険性が結構高いと思います。これを団員の

安全管理の観点から、こういった装備品を

どう活用していくのかと、過去に個人装備

品が貸与されている部分について、少しお

教えいただければと思います。 

以上８点です。よろしくお願いいたしま

す。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら１番目

から４番目までのご質問に答弁をさせて

いただきます。 

まず初めに地域手当の件でございます。

ご質問にございましたとおり、地域手当は

全ての職員に関係する手当ということで

ございまして、これまでも本市については、

級地区分の高い自治体に囲まれていると

いうことで、課題認識をもって要望活動を

行ってきております。 

一昨年度から府下３市連名での国への
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要望ということで、この是正の取り組みを

行っておりますけれども、令和３年度から

その３市に加えて関東圏において、同様の

状況にございます８自治体と連携をいた

しまして、今年１月に代表の市が、総務大

臣、官房長官等と直接お会いをして要望を

行ったということでございます。 

その中で、国でも課題認識はもっていた

だいているというご発言もあったと聞い

ております。今後も、連携できる自治体の

拡大、要望の手法について、工夫等ができ

ないかということを関係市で協議を行い、

継続的に要望活動を行ってまいりたいと

考えております。 

それから２番目のご質問で、庶務事務シ

ステムの内容についてのお問いでござい

ます。 

このシステムにつきましては、現在紙ベ

ースで行っております、休暇、休業の申請、

決裁に関するもの、それから時間外勤務、

特殊勤務の手当に関するもの、それから出

張命令の旅費、費用弁償に関するもの、現

在は紙ベースで行っておりますけれども、

これらの服務関係の処理をシステム上で

申請、決裁ができると、そういうようなシ

ステムになってございます。 

この効果としては、現在集計を手入力で

行ったり、集計作業を手作業で総務事務セ

ンターが主に担っているということなん

ですが、これがデータ連動できるというこ

とで、正確、迅速に処理できる仕組みとな

るものでございます。 

それから３番目のご質問で、広告のお問

いでございました。 

新年度の予定ということでございまし

て、予算計上させていただいています広告

の内容としましては、これまでは車内広告

でございますとか、デジタルサイネージと

いった媒体で広告を行っていたんですが、

次年度についてはウエブサイト、ニュース

アプリといった、ウエブ上の広告に変更し

ていきたいと考えてございます。 

内容としましては、クリック数に応じて、

広告が繰り返しウエブ上で表示されると

いったもので、エリアですとか、ターゲッ

トの年齢層も限定した表示というのが可

能なものと、また本市のホームページとひ

もづけることも可能な仕組みということ

になってございます。 

採用試験につきましては、職種の募集人

数はこれからということにはなりますけ

れども、例年どおり春と秋、１回ずつ採用

試験を行う、そういった想定の中で、この

広告の予算計上をさせていただいている

ということでございます。 

それから４番目のご質問で、公益通報の

お問いでございました。どのような方にと

いうようなお問いでございましたけれど

も、外部窓口の委託先としては、知見を有

する専門家の方、主に弁護士の方を想定い

たしております。弁護士の方の中でも、外

部通報窓口を経験されておられる方、また

専門的に公益通報に関わっておられて、知

見がおありの方、こういった方を想定いた

しているところでございます。通報時に対

応が円滑に行える、また通報者にとっては

通報しやすい環境になると、そういうこと

が重要であると考えているところでござ

います。 

以上でございます。 

○三好義治委員長 細井参事。 

○細井政策推進課参事 それでは、６番目

の予算概要２０ページ、淀川河川防災ステ

ーション等整備促進事業の令和４年度の

取組内容について、お答えいたします。 

淀川河川防災ステーションは、国が水防
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活動の拠点として、あるいは堤防破堤時の

災害復旧に必要な土砂などの緊急用資材

の備蓄場所、資材の搬出入のためのヘリポ

ートなどを想定して、整備しようとしてい

るものでございますが、本市としましては、

この河川防災ステーションの上部に、災害

時には避難所として、平常時には地域のに

ぎわい拠点として公共施設を整備したい

と考えております。 

令和４年度は、その公共施設が必要とす

る機能、規模等について、検討をしていき

たいと考えております。 

また、上部の公共施設の整備に当たりま

しては、大規模水害などの災害に備える都

市基盤施設の高台化等に対する国の交付

金制度が活用できないかということも考

えており、これらの検討に係る委託料等を

計上させていただいております。 

以上です。 

○三好義治委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、７番目の参議院議員通常選挙事業

の手数料に関するご質問について、お答え

いたします。 

この手数料は主に選挙で使用する機器

の点検手数料及び開票所で使用する分類

機の運用手数料として計上しております。 

その内容としまして、まず機器の点検手

数料につきましては、投票用紙の交付機４

２台分、票数を数える計数機１１台分、分

類機２台分を使用前に点検することを予

定しております。 

次に、分類機の運用手数料につきまして

は、投票用紙に書かれた文字を識別し、候

補者、政党名別に自動的に仕分ける機器で

ございます。分類機２台分の運用を、分類

機の製造メーカーにお願いするものでご

ざいます。 

分類機の操作には専門的な技術が必要

であるため、製造メーカーの職員に開票所

に来てもらい、開票開始から終了まで、分

類機の稼働、選挙の種別が変わったときの

文字の識別パターンの切り替え、トラブル

発生時の対応などを依頼することを予定

している次第でございます。 

以上です。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 ８番目の質問の、消

防団に配備するチェーンソーについて、お

答えいたします。 

チェーンソーにつきましては、非常に危

険性の高い資機材でございまして、一つ使

用方法を間違えますと、大事故につながっ

てまいります。使用時に安全を確保するた

めの装備品が重要となってまいります。 

現在まで貸与いたしました安全装備品

といたしましては、バイザー付きヘルメッ

ト、これは目、頭、顔面等を保護するもの

でございます。手袋につきましては、耐熱

性が高く、高強度のテプラ繊維製で、引き

裂き、突き刺し、切創抵抗などの機械的強

度性能が優れた耐切創手袋、編み上げ防火

靴につきましては、釘やガラス等の踏み抜

き防止構造で、さらに足を守るため、先し

んが入っており、防護性に優れております。

これらの安全装備品を正しく着装してい

ただくことで、団員の皆様の安全を確保し

てまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

それでは１番目、人件費の地域手当につ

いてですが、これは要望とさせていただき

ます。 

一昨年度から３市、そしてまた令和３年
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度は関東圏で新たに８自治体、さらにその

輪を広げていくということで、これは引き

続き改善を国に要望していただけるよう、

お願いいたします。またこれはモチベーシ

ョンにもつながりますので、ぜひともお願

いしたいと思っております。 

そして２番目です。庶務事務システムで

すけども、決裁を電子化されるということ

で、ご答弁いただいたんですが、やはり手

作業で入力する以上、ヒューマンエラーと

いうものが必ず付いて回ると、考えており

ます。その抑止について、このシステムで

はどのようにお考えかというのを、少しお

聞かせ願えればと思っています。 

それから３番目、令和２年度の決算に係

る委員会で質問させていただいたときは、

広告媒体としてデジタルサイネージを使

わせていただいたというご答弁をいただ

いていたと思います。現在の出ている効果

と、それと、ウエブとかニュースアプリに

ついて、変更の理由等々をお教え願えれば

と思っています。 

それから４番目、公益通報外部窓口の設

置についてなんですが、弁護士に頼まれる

ということで認識いたしました。これはち

ょっと視点を変えまして、逆に今度は通報

者の方の保護という観点での運用につい

て、どのようにお考えかということをお教

え願えればと思っています。 

それから６番目、河川防災ステーション

についてです。先ほどのご答弁の中で、上

物について、避難所、にぎわいの拠点とし

て、私の認識ですと、下の土台は国の予算

で、上物は摂津市の予算と認識しています。

どこまでグランドデザインと絡めて、どこ

まで練り上げることができるのかという

ことに関して、少し難しい部分があるので

もないかと思っています。現在想定される

上物について、どのようにお考えか示して

いただければと思っています。 

７番目、参院選について、機器点検、分

類機に係る手数料ということで認識いた

しました。迅速な開票のために必要なもの

であるということで、非常に大事だと思っ

ています。こうしたものも含めて、また今

度は投票率の向上に向けて、より一層努力

していただければと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

それから、８番目チェーンソーについて

です。これは、いつ頃配備して、その使用

方法や取り扱いの研修訓練については、ど

のようなスケジュールで臨んでいくのか

というのについて、お教えください。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、２番目から４

番目までの２回目のご質問に答弁をさせ

ていただきます。 

まず、庶務事務システムのエラーをどの

程度抑制できるかというご質問の件でご

ざいます。現状、紙ベースで集計等は行っ

ておりますけれども、時間外勤務などは、

割増しというのが、一定複雑になっている

ということもございます。例えば、これが

システム上、自動的に割り振られるである

とか、あるいは月ごとの各種手当の集計計

算、この辺が自動的に行われる、また半年

ごとの期末手当の休暇実績等の計算にお

いても、人為的なミスを防ぐことができる、

そのような効果が期待できると考えてお

ります。 

当然ながら、勤務形態の当初の設定であ

るとか、入力漏れといったリスクがないわ

けではないんですが、この辺りをきっちり

と漏れのないように進めていく必要はあ

ると思っております。これまでの集計作業
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に比べると、手作業というのを大幅に減ら

すことができるものと考えているところ

でございます。 

それから広告の変更理由の件でござい

ます。ご質問にもございましたとおり、昨

年度、大阪梅田のコンコース内において、

デジタルサイネージによる採用広告を行

いました。結果といたしましては、全体の

７％の応募者がデジタルサイネージで採

用試験の実施を知ったというような回答

もございましたが、割合、それから人数的

にも効果が高かったとは言えない状況か

と思っております。 

一つ要因として考えられるのは、やはり

コロナ禍における外出抑制の影響という

ことも考えられるんですけれども、今後は

現在のウエブ広告に触れる機会がふえて

きた、あるいは、その先ほどの外出の度合

いですとか、行動範囲等に影響を受けない

手法として、新たに取り組みたいと考えて

おります。 

それから公益通報の関係で、通報者保護

の観点のご質問でございました。通報者保

護につきましては、十分な配慮が必要と認

識をいたしております。今回の外部通報窓

口において、通報内容を受けて、その調査

等を処理するのは人事課ということにな

ってございます。通報内容が、人事課へそ

のまま転送されることはなく、通報者と外

部通報窓口で、どこまでの情報を伝えるの

かですとか、ある一定のその通報内容に係

る情報整理というのを行った上で、人事課

と共有する、そういった仕組みを想定して

いるものでございます。 

これによって、通報者の保護という観点

では、十分な配慮がなされるのではないか

と考えているところでございます。 

以上でございます。 

○三好義治委員長 細井参事。 

○細井政策推進課参事 それでは、６番目

の河川防災ステーションについて、お答え

いたします。 

委員がご指摘のとおり、整備に当たり、

土台部分に関しましては、国で、上部の公

共施設につきましては、市が整備するもの

となります。 

そういった中で、考え方としましては、

避難所の数が絶対的に不足している中に

おいて、市民の方々に対しましては、基本

的に広域避難をお願いしているところで

はございますが、遠くへ避難することが難

しい高齢者や障害者等の避難行動要支援

者の方々に対しましては、近くに避難でき

る場所の確保が必要と考えておりまして、

水害時でも避難できる場所として、国が整

備する予定となっている淀川堤防と同等

の高さとなる河川防災ステーションの上

部が利用できないか、国との調整を行って

いるところでございます。 

 また、平時の利用につきましては、淀川

河川敷と一体的な活用も視野に、にぎわい

の創出となる施設を考えております。これ

につきましては、グランドデザインの策定

以後、この内容についても、地域の方々に

説明していく中で、上部施設の考え方等々

も整理していきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 チェーンソーの配

備についての２回目のご質問にお答えい

たします。 

 チェーンソーの配備につきましては、風

水害等で道路を遮断する倒木の除去、大規

模地震で倒壊した家屋等からの生き埋め

になった要救護者など、救出するための資

機材でございます。 
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 今回鳥飼、味生、味舌、千里丘の４地区

に各２台、計８台の配備を考えております。 

 配備時期につきましては、遅くとも６月

頃までには配備できるよう考えており、台

風時期や風水害などの災害が発生する可

能性が高い時期までには本格的な運用を

開始し、災害現場で活用していただけるよ

う、消防団活動マニュアルの更新、使用方

法等の研修と取り扱い訓練を実施し、団員

の皆様に周知してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

 以降は全て要望とさせていただきます。 

 ２番目、庶務事務システムについてです。

紙ベースのものから電子決裁になってい

くところ、そして割増し等、計算をシステ

ム上で行えることで、非常に手間を減らせ

るというところについて、十分に期待でき

ると思います。 

 ただ、やはり民間でしたら、年間に５日

連続で休暇を取なければならない縛りが

あるとか、長時間勤務における縛りがある

中で、やはり負担が大きな部署が実際にあ

ると感じております。そういった方々への

配慮というのは、しっかりと今後やってい

ただいて、うまく人事課として回していた

だけるようお願いいたします。 

 ３番目です。よくウエブとかニュースア

プリを見ていると、私だったら４０代の転

職ならここという広告がよく出てきます。

個人情報を抜かれているんじゃないかな

というぐらいピンポイントの広告が多い

です。そういったところで、ターゲットを

しっかり絞ってやれるというのは、ある程

度一定の効果もあると思いますし、その中

でやはり注目を集めているのは、やっぱり

ＹｏｕＴｕｂｅなどの媒体が新卒採用な

んかではすごく世代的に見る人も多いと

捉えてはいます。そういった点も一度ご検

討いただいて、またご活用いただければい

いかなと思います。いい人材を採用してい

ただけるようよろしくお願いいたします。 

 ４番目です。情報を整理して人事と共有

されるということなんですけども、やはり

こういったところで一番難しいのは、いわ

ゆる裏のない誹謗中傷の類いが通報され

るといったことが、非常に懸念されるとこ

ろでもあります。どうしてもそういったと

ころはあるかと思いますので、必ず裏取り

をするということと、両者からのヒアリン

グ、これは必ず必要だと思います。そうい

ったところのルール整備化をしっかりし

た上で運用していただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

 河川防災ステーションについてですが、

まだグランドデザインも策定中といった

ところもございます。横断的に言いますと、

先日の総務建設常任委員会でも質問させ

ていただいたんですが、個別避難計画と合

わせて、要支援者の方々へここに避難所が

あるよということがしっかり周知できる

ということと、その要支援者をしっかりと

支援する方がここにこういった行き方を

すれば、この河川防災ステーションを避難

所として使える、たどり着けるんだという

ことを認識していただくことが必要だと

思います。そういったことをしっかりと含

めて、横断的に取り組んでいただくようよ

ろしくお願いいたします。 

 それから、８番目、チェーンソーについ

てですけれども、私のすごいイメージなん

ですけど、子どもの頃、１３日の金曜日と

いう映画がございまして、そのイメージが

すごく強くて、何か危ない、僕自身はあま
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り触りたくないというイメージがどうし

てもついております。耐切創手袋が、キュ

プラ繊維という防弾チョッキにも使われ

ているような素材が使用されているとい

うことで、非常に安心しました。どうして

も全国的に見ると、やはり団員の方がけが

をされたとか、事故に巻き込まれて亡くな

られたというニュースもございますので、

そういった事故がくれぐれもないように、

気をつけていただきますようよろしくお

願いいたします。 

 私からは以上になります。 

○三好義治委員長 次に、福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、質問させてい

ただきたいと思います。 

 まず、人事課に係る内容です。 

 予算概要の１０ページ、職員健康管理事

業について、健康診断の内容について教え

ていただきたいと思います。 

 ２番目、予算概要１０ページ、人事管理

事業の中にあります試験問題作成業務委

託料についてです。 

 採用に当たっては、車内のつり革であっ

たりデジタルサイネージであったり、いろ

んなことを工夫しながら、広告を行ってお

られます。また、文化やスポーツ枠といっ

たそういった人材の角度も取り入れられ

たというようなことをお聞きしましたけ

れども、新年度はどういった角度で人材確

保に取り組まれるのか、お聞きをしたいと

思います。 

 それから次は、予算概要１６ページの広

報課になります。 

 広報事務事業にありますけれども、大阪

成蹊大学との広報誌の編集ということで

お聞きをしておりましたが、どういったこ

とを期待されているのかお聞きしたいと

思います。 

 ４番目、予算概要の１６ページ、シティ

プロモーション推進事業ですけれども、イ

ンスタグラムを始められて１年たたれた

と思います。まず、その評価、どうであっ

たのか、また令和４年度はさらにどんな工

夫をされるのかお聞きしたいと思います。 

 それから、次５番目です。人権女性政策

課です。予算概要の２４ページ、男女共同

参画啓発事業についてです。 

 第４期の計画がスタートとなります。そ

ういう中でのこの第４期、どういった特徴

があるのか、中身について教えてください。

また、重点項目などあればお聞きをしたい

と思います。 

 それから６番目、予算概要の２４ページ、

女性問題相談事業です。相談事業を進める

に当たって課題と思われていることがあ

りましたらお聞きをしたいと思います。 

 それから７番目、予算概要の９８ページ、

消防職員教育訓練派遣事業について、前年

度は８３８万円程度でしたけれども、今回

１億１，３３７万７，０００円と金額が大

きいので、その中身をお聞きしたいと思い

ます。 

 それから８番目、予算概要の１００ペー

ジ、指令・通信事業です。この中にありま

す広域消防指令情報システム負担金、この

内容を教えていただきたいと思います。 

 ９番目、予算概要の１００ページ、消防

本部車両・資機材整備事業です。高規格救

急車両と空気呼吸器の更新ということな

んですけども、これから５市で共同してい

くということを進めていかれるというこ

とは承知しています。 

 その中で、各市がいろいろと整備される

資機材というのに、何か市ごとの特徴とい

うものがあるのかお聞きをしたいと思い

ます。 
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 それから１０番目、１０２ページの災害

応援等活動事業、予算４０万円です。これ

は災害が起こったときに、被災地へ支援す

るための予算ということだと思います。こ

の４０万円という枠、過去の経験なんかを

踏まえてこの予算、どういった内容なのか

お聞きをしたいと思います。 

 １１番目、予算概要の１０２ページ、消

防団活動管理事業、塚本委員がチェーンソ

ーのことをお聞きになっておられました。

大変危ない機材じゃないかと思いますが、

そのチェーンソーを選ばれた理由につい

て、消防団活動にこうした機具、様々用意

されているんだと思います。今回のチェー

ンソーを選ばれた理由、また次に、どうい

ったものを検討しなければいけないか、お

考えがあればお聞きしたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、１番目、２番

目のご質問に答弁をさせていただきます。 

 まず初めに、健康診断の関係の委託料の

お問いでございました。 

 この中身といたしましては、定期健康診

断や腎・肺検診などの法定で実施が義務づ

けられている検診にかかる委託料、それか

ら子宮癌検診とかＶＤＴ検診、あるいは頚

肩腕、腰椎症の検診など、これまでに職務

特性に応じて実施してきた検診の委託料

というものも入ってございます。 

 これは毎年検診項目として挙げてござ

いますけれども、新年度につきましても、

同様に実施をしてまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 それから、２番目の試験問題、採用の確

保はどうかというようなお問いでござい

ました。 

 先ほどの答弁と少し重複いたしますけ

れども、広告はウエブサイトにおける広告

で、受験者の増というのを諮りたいと考え

てございます。受験者の増を図った上で、

この試験問題作成の中には、適性検査の費

用ですとか、それから一部外部面接官をお

願いしておりますので、この費用というの

が入ってございます。多くの受験者の中か

らしっかりと人材を見極める、そういった

ことにも取り組みたいと考えております。 

 文化、スポーツ枠のお話もございました

けれども、翌年度、具体的にはその枠の実

施については、これから決定をしていきた

いと考えておりますけれども、多様な人材

の確保につながるよう検討していきたい

と思っております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 大橋公室長。 

○大橋市長公室長 そうしましたら、三つ

目と四つ目のご質問にお答えをさせてい

ただきたいと思います。 

 まず、三つ目の広報誌の関係でございま

すけれども、これはシティプロモーション

推進のための方策の一つでもある大学等

との連携ということに基づくものでござ

います。令和４年度、大阪成蹊大学と幾つ

かコラボして企画を考えておりまして、そ

の広報誌につきましては、やはり学生目線

での紙面づくりということの中で、シティ

プロモーションの最大の媒体でもある広

報誌、これを若い世代に見ていただきたい

というのが第一の大きな目的としており

ます。授業の中で広報誌の紙面づくりとい

うのをやっていきますので、学生がどのよ

うな目線で広報誌を見て、どういうつくり

込みをしていくかということを我々も参

考にしながら、このシティプロモーション

戦略に生かしていきたいということでも

考えているところでございます。 
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 四つ目は、インスタグラムの関係なんで

すけども、インスタ隊というのが現在男性

職員１名で女性職員７名の若手職員で編

成をして、精力的に市内の写真撮影、イン

スタ投稿に活動しております。インスタを

見ていただければ分かるんですけど、最近

では阪急電鉄の正雀工場を特集して、かな

りの写真枚数をいろいろ阪急電鉄にも協

力していただきながら、撮らせていただい

て、投稿をさせていただいて、かなり子ど

もや親御さんを通してですけれども、見て

いただいていると思っております。 

 令和４年度につきましては、またインス

タ隊ということを新たな職員で編成をし

たいと思っております。内容的にはまたそ

こでの編成メンバーによって協議をいた

しますが、阪急正雀工場のように、企業と

のコラボということも念頭に進めていけ

ればと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、人権に関わります５番目、６番目のご

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、５番目の第４期摂津市男女共同参

画計画についてのご質問でございますが、

先日パブリックコメントを実施させてい

ただきました。 

 パブリックコメントに関しましては、ご

意見数を５８件頂くことができました。今

回の第４期の特徴としましては、新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響による不安

定な雇用情勢、また顕在化した配偶者等か

らの暴力や性暴力の増加等、社会経済情勢

は大きく変化しており、また特に女性の生

きづらさが露呈されている状態となって

いると考えています。 

 この第４期の計画では、男性、女性特有

の問題に直面していることからの解消を

目的とするのと同時に、性別にとらわれな

く、個人として生きられる社会になれるよ

うな計画となっていると考えています。 

 続きまして、６番目の女性問題相談事業

についての課題点についてお答えさせて

いただきます。 

 前年度に実施をさせていただきました

男女の市民意識調査で分かったところで

すが、ＤＶ被害を受けたにもかかわらず、

誰にも相談できていない環境ということ

が分かりました。ですので、相談機関の周

知が必要であると考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、７番目の

質問の消防職員教育訓練派遣事業の増額

についてお答えいたします。 

 令和４年度の新規採用職員を大阪府立

消防学校初任科教育に派遣するための経

費ですが、入校負担金、旅費、被服及び教

科書等の消耗品費など合わせますと、１名

当たり約１００万円かかっております。 

 令和３年度の入校者は４名分でござい

ましたが、令和４年度は５名の入校を予定

しておりますことから、１名分の約１００

万円が増額となってまいります。 

 それに加えまして、消防車両の機関員の

資格取得に伴います大型自動車運転免許

等の教習委託料でございます。普通自動車

運転免許を所持しているものが大型自動

車運転免許を取得するのにかかる経費と

いたしまして、１名当たり約４０万円が必

要となります。 

 令和３年度は２名分でございましたけ

れども、令和４年度は６名のものに取得さ

せる予定をしておりますことから、追加４

名分の約１６０万円が増額となっており
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ます。 

 昨年度分に追加されました初任科入校

負担金、必要な経費１名分と、大型運転免

許取得にかかる経費、４名分を合わせた額

が増額の主な要因となっております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 林参事。 

○林警備課参事 それでは８番目、広域消

防指令情報システム負担金の内容につい

て、お答えします。 

 広域消防指令情報システム負担金は、現

在進行中であります５市消防指令システ

ム調達支援業務委託料２，６５１万円のう

ち、本市の負担額２４０万７，０００円を

計上しているものでございます。 

 委託業者につきましては、全国他都市の

同システム構築業務に携わり豊富な知識、

経験を持つものをプロポーザル方式で選

定いたしました。 

 委託業務の内容の主なものといたしま

しては、消防指令システムの機器構成、ス

ケジュール管理、システム業者から提案さ

れる新しい手法や技術についての助言、調

達仕様書の作成、概算費用の算定、事業者

選定支援でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 木下課長。 

○木下警備課長 それでは、消防本部警備

課のほうから質問番号９番、消防本部車両

資機材整備事業についてお答えさせてい

ただきます。 

 予算概要１００ページに記載させてい

ただきました機械器具費は高規格救急自

動車の更新整備費でございます。 

 そして、その下に書いてございます消防

器具費でございますけれども、こちらも消

防隊員が災害活動時に使用します空気呼

吸器の更新整備費を記載させていただい

ております。 

 そして、本市の特徴ということでござい

ますけれども、今回合わせまして同じく消

防器具費に千里丘出張所に更新配備いた

します救命ボートの更新整備費がござい

ます。 

 こちらでございますけれども、本市管轄

におきましては、１級河川の淀川をはじめ、

安威川、大正川、山田川が流れており、大

規模氾濫時の警戒、また水難救助用といた

しまして、本市では合計４艇の救命ボート

を有しております。 

 内訳といたしましては、今回整備いたし

ます千里丘出張所に１艇、そして本署に１

艇、鳥飼出張所に１艇、味生出張所に１艇

でございます。 

 このように救命ボートの整備を充実さ

せているのは、本市の特徴となってござい

ます。 

 消防本部といたしましては、今後も水難

事故、大型台風襲来、ゲリラ的集中豪雨に

よる河川の増水時や地域の水害時には救

命ボートを迅速に出動させ、消防車両が通

行できない水位上であっても、しっかりと

市民の安全安心を厳守するものでござい

ます。 

それともう一つ、１０番目ですけれども、

災害応援等活動事業、こちらは事業費で４

０万円、内容はということでございます。

こちらは、緊急消防援助隊が出動し、活動

時に必要となる物品等を予算計上してい

るものでございます。 

 事業費の４０万円の内訳でございます

が、まず消耗品費といたしまして、災害現

場で必要となる乾電池や事務用品、また寒

冷時のカイロ等の購入費が４万円でござ

います。 

 また、派遣車両や資機材で使用するため
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の燃料費が１５万円、そして活動時に必要

となる飲料水や食料等を購入するための

食糧費が４万円でございます。 

 以上合計２３万円は、緊急消防援助隊が

出動する際に、資金前渡として予算執行い

たします。 

 あとは、こちらも緊急消防援助隊用であ

ります小型防毒マスクの交換部品代が消

耗品として９，０００円、役務費手数料に

おきましては、緊急消防援助隊出動車両に

積載いたしております放射線測定器、個人

線量計の校正にかかる手数料として１６

万１，０００円を計上しており、合わせま

してトータルが４０万円となるものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、１１番目

の質問、チェーンソーを導入するに至った

理由についてお答えいたします。 

 本市消防団におきましては、平成２５年

に成立いたしました消防団を中核とした

地域防災力の充実・強化に関する法律を受

け、消防庁告示、消防団の装備の基準によ

り示されました資機材を順次計画配備し

ているところでございます。 

 本市の各地区の分団長で構成されます

摂津市消防団活性化総合計画実施計画検

討委員会で、現場活動する消防団員が必要

な資機材について、また優先順位もご検討

いただきながら、これまでに耐切創手袋、

ヘルメット、雨上げ防火靴、防塵マスクな

どの個人装備を順次配備してきたところ

でございます。 

 今後発生が予想されている南海トラフ

巨大地震では、摂津市においても甚大な被

害が想定され、市民の命を救うため、多く

の救助部隊が必要となります。そのような

事態となれば、消防本部だけの消防力だけ

では足りず、消防団の力が必要となってま

いります。 

 令和４年度に大規模災害に対応できる

よう、消防団にチェーンソーを配備する予

定でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございまし

た。 

 １番目の健康診断の内容、職務の特性に

合わせた、そういった検診も入れておられ

るということで分かりました。 

 仕事をする中で、体ももちろん健康でな

いと駄目ですけど、何かとやはり悩んだり、

失敗したり、悔やんでみたり、人間関係に

つまずいてみたり、いろいろと自分の気持

ちも切り替えながら、仕事のオンとオフと

いうのをうまく使い分けながら、ふだん仕

事をされていると思います。 

 ただ、やはりそういう中でもそれがうま

く起動しなくなってしまって、メンタル面

でのケアをしなければならないといった

場合があると思います。それはなかなか外

から見て分かることではないかもしれま

せんけども、そういったメンタル面でのケ

アの必要性というのをどういうふうにお

考えなのか取り組みがあればお聞きをし

たいと思います。 

 次、２番目ですけれども、人材確保につ

いて、ウエブでの受験者をふやしていきた

いということと、人材を見極めていく、多

様な人材を確保していきたいというお話

だったと思います。 

 令和３年度の結果、予算書の２０６ペー

ジに一般職総括表で、職員数がふえておら

れました。予算概要の中身を見て、人件費

の部分を見ますと、各会派の各課の配属予
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定数なんかも比較しますと、２人以上ふえ

ている課なんかもあります。 

 例えば、情報政策課が７人になっていた

り、これは前年４人ということから７人に

ふえたり、家庭児童相談課が８名であった

りとか、ふえ方が多いところもあるかと思

います。 

 都市計画課は、減少というところもあり

ましたけれども、そういう特性を私なりに

見たときに、専門職の関わる課がふえてい

ると感じました。 

 新年度の採用された人材について、重点

を置かれた点があれば、お聞きをしたいと

思います。 

 それから併せて、職員手当のことなんで

すけども、来年度予算では、休日勤務手当

が前年比マイナス１４９万円に対しまし

て、時間外勤務手当が前年比プラス４，７

９３万円ということになっております。こ

れは、どういった見込みで予算をたてられ

たのか、お聞きしたいと思います。 

 それから、３番目の広報課の大阪成蹊大

学との広報誌編集に当たるということで、

授業の一環の中で、大学生の経験にもなっ

ていくんだと思います。若い人に興味を持

ってもらえる内容ということが一つある

のかもしれませんけど、どういったイメー

ジをお持ちでしょうか、お聞きをしたいと

思います。 

 広報誌というのは、若い人がどれぐらい

見てくれるのかというのもありまして、私

も自分の会派の市会ニュースなんかをポ

スティングしてるんですけども、ワンルー

ムマンションというのは、ポストに入る余

地もないような状態で、私は、１枚５円も

するこのニュースは入れんとこうと思っ

て入れないで帰ったりします。若い人たち

のアイディアが組み込まれた広報誌、もち

ろんホームページとかＬＩＮＥとかでも

見ることももちろん可能なんですけど、こ

の広報誌の苦労というのは随分あるかと

思いますので、どんな内容を考えておられ

るのか、お聞きしたいと思います。 

 ４番目、シティプロモーション推進事業、

また新しい人選で、新しい工夫や新しい知

恵・アイディアを取り上げていきたいとい

うお話でありました。 

 ただ、インスタグラムを私は見たことが

ありません。なぜかというと、携帯に入れ

てないからなんですけれども、やっぱり、

宣伝ももっといっぱいしていかないと、な

かなか見るところまでいきません。どうし

たら広がるかということも含めて、新しい

人選されたチームでは、検討していただき

たいなと思います。これは終わります。 

 それから５番目、男女共同参画啓発事業

でありますけれども、パブコメでは、いろ

いろご意見があったということでありま

した。 

 今回、計画を立てられる中で、地域防災

への参画や避難所運営、また家事・育児・

介護への男性の参加といったことが、どの

ように進めていかれるのか気になるとこ

ろであります。 

 また、令和３年度の自殺者数というのが、

先ほどニュースで出ていたんですけど、２

万１,０００人ということで、前年をまた

超えておりまして、その中で女性の割合が

前年比、随分上回っているということであ

りました。 

 そうした中で、以前、議会で取り上げさ

せていただいた生理用品の無償配布を通

して支援につなげていくということをお

願いして、やっていただいていると思いま

すが、現在どのようになっているかという

ことをお聞きしたいと思います。 
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 ６番目、予算概要の２４ページ、女性問

題相談事業であります。なかなか相談する

場所があるけれども、市役所はハードルが

高いとか、行きづらいとかいうような声も

聞くことがあります。 

 それで、以前、課長が生活応援連携シー

トというのを庁内で配布をして、いろんな

課の窓口でキャッチしてもらうというよ

うな取り組みをおっしゃってたことを思

い出しまして、今、その生活応援連携シー

トというのは、どのような実績があったの

か、お聞きをしたいと思います。 

 それから７番目、教育訓練派遣事業の内

訳については、分かりました。やっぱりこ

の職務を全うするためには、様々な資格や

訓練が必要だと思いますので、無事故でし

っかり皆さんがその訓練を身につけてい

ただくように、頑張っていただきたいと思

います。これは終わります。 

 それから、広域消防指令情報システムの

負担金については分かりました。広域とい

うのは、平成２８年度でしたか、吹田市と

初めて共同で運用がスタートされた、その

際にも、様々他市とやってみると違いがあ

ったり、何か困ったこととまでは言わない

かもしれませんけど、その連携の難しさで

あったり、また逆に、職員の意識向上とい

うことにもあったと思います。今度、５市

となれば、どういったことを職員に期待で

きるのか、摂津市の消防の大きな期待がで

きるものがありましたら、お聞きをしたい

と思います。 

 ９番目、消防本部車両、ボートとかは特

徴があるということで、川の氾濫、水難救

助に４艇あるというお話でした。これから、

５市でやっていく上において、様々な機材

の違い等あるけれども、それがまた一つの

力になっていくということで期待をした

いと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。これは終わらせていただきま

す。 

 １０番目、災害応援等の活動、大変細か

く教えていただいてありがとうございま

した。 

 以前に、災害応援に行かれた経験があっ

たと思いますので、ちょっとその活動をお

聞きしたいと思います。また、こういうこ

とが行かないで済むのが一番いいわけで

すけども、過去、どういった災害応援があ

ったのか、お聞きをしたいと思います。 

 １１番目、チェーンソーを購入されたと

いうことについては、分かりました。次に、

どういった物が必要だと思っておられる

のかについて、お聞きをしたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、１番目と２番

目のご質問に答弁をさせていただきます。 

 まず１番目のメンタルヘルスの関係の

お問いでございました。 

 現在行っておりますものといたしまし

て、法定のストレスチェックというのを行

っております。これは、各職員のストレス

の度合いというのを判定し、高ストレスと

判定された方には、医師の面談等行ってお

りまして、また、この結果に基づきまして、

職場ごとのストレス要因について、集団で

分析をするというようなことにもなって

ございますので、この分析結果については、

人事課の看護師と所属長の間で共有、改善

への働きかけというのを行っているとこ

ろでございます。 

 また、心的ストレス者への対応としてカ

ウンセリングの実施、これも予算計上いた

しておりまして、次年度には、取り組む予

定としているほか、セルフケア・ラインケ
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ア等の研修も毎年実施をしていると、そう

いう状況にございます。 

 それから２番目のご質問で、採用の見込

みの関係と時間外のお問いでございまし

た。 

 今年度、採用試験、春と秋と実施をいた

しまして、合計で４０名弱の採用予定者を

確保することになってございます。 

 この中には、事務系ももちろんあるんで

すけれども、情報系、そういった資格を有

する専門的な事務職の方、それから保健師、

心理士等の専門職、それから土木・建築・

電気といった技術職の方というのも含ま

れておりまして、多様な人材の確保という

ことで、今年度実施をしたところでござい

ます。 

 次年度においても、部門にもよりますけ

れども、必要な専門的な知識を有する職員

というのを確保、必要になれば、募集をし

採用していきたいと考えております。 

 それから、時間外の関係でございますけ

れども、毎年、人事課で査定を行いまして、

予算計上いたしております。増額の要因と

いたしましては、コロナワクチンの接種の

関係、それとコロナ禍における消防署の体

制確保、こういったところにも少し考慮を

入れながら、査定を行ったというところで

ございます。 

 そのほか、各課でのそれぞれの時間外勤

務の状況というのを見ながら査定をいた

しております。一つ残業抑制としては、庶

務事務システムの導入等で、時間外勤務の

状況の把握、これがしやすくなりますので、

より時間管理の意識が高まる、そういった

ことも期待をしておりますし、もちろん、

その事務量に応じた適正配置をしっかり

と行っていくと、そういったことも必要で

あろうと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 大橋広報室長。 

○大橋市長公室長 そうしましたら、三つ

目の広報誌に関しますご質問にお答えを

させていただきます。 

 若い人のつくる広報紙のイメージとい

うことで、お問いいただいたんですけど、

正直、私はイメージが分かなくて、広報課

にも若い職員はいてるんですけど、やはり

学生は、それより１０歳ぐらい若い方にな

ります。職員になりますと、どうしても市

民の方に対して見せるという視点になっ

てしまいますけど、学生の場合は、見る視

点で考えていただくことができると思っ

てまして、そこが大きな違いになってほし

いと期待しております。 

 それと、やっぱり広報誌の中でも一番市

民の方が見ていただけるページと言いま

すか項目というのが、特集のページになっ

てきます。そこに特化した形でやっていき

たいと思っていますのと、あとやはり、実

際に作って発行した特集ページと一般の

特集ページの違いというか評価というの

は、何らかの形で得たいと思っております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、５番目、６番目の２回目のご質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、昨年度実施しました男女共同参画

のアンケート調査結果におきまして、「男

は仕事、女は家庭」という考え方に関して

は、前回の調査よりも、結果が逆転した結

果となりました。これは、固定的な男性と

女性の役割分担を押しつけるべきではな

いという意識の変化があったものと考え

ております。それに関しましては、「ウィ

ズせっつ」の講座でありますとか、人権女
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性政策課で作成しております啓発のリー

フレットを今後も進めていきたいと思っ

ております。 

 もう１点、生理用品の配布についてのご

質問ですが、防災危機管理課保管の災害用

の備蓄の生理用品について、人権女性政策

課を通じまして、中学校に配布をさせてい

ただいたところです。 

 コロナ禍による女性の経済的困窮の増

加などに伴って、女性の負担軽減等に向け

た取り組みの必要性が高まっているとい

うことは感じております。 

 今後、庁舎の女性個室トイレにおける生

理用ナプキンの無料提供サービス、これに

つきまして、人権女性政策課として、設置

の拡大に向けて調整していきたいと考え

ております。 

 次に、６番目の女性問題の生活応援シー

トについてのご質問であったかと思いま

す。実際のところ、人権女性政策課にいき

なり相談に直接来られるというケースは、

少ないかと思います。まず、市民の方は、

何が問題なのか、何を相談していいのかと

いうところが分からず、市役所の窓口に行

かれる方というのが多々おられます。 

 そこで、各課の窓口に生活応援シートを

配布させていただいて、そこの窓口から生

活応援シートを活用し、人権女性政策課に

つないでいただき、また公的支援につない

でいる状況であります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 林参事。 

○林警備課参事 それでは、指令センター

にかかりますご質問にお答えいたします。 

 今回の共同運用は、消防通信・指令業務

の共同運用ということでございますので、

部隊の運用でありますとか、車両の運用、

これらは、今までどおり、各市それぞれの

ルールで運用することになってございま

す。現在も、そうなってございますけれど

も、そういった点で、構成各市の職員が互

いに意見交換、感想を話し合うというよう

な場面が多々ございます。 

 こういった中で、本市の特徴を生かしな

がら、他市のよいところを吸収して、さら

に運用効果を高めるとともに、そのことに

よって、特に若手職員の消防人としての気

質を高めていただけるものと期待してお

ります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 木下課長。 

○木下警備課長 それでは、消防本部警備

課から質問番号１０番、災害応援等活動事

業についての２回目のご質問、緊急消防援

助隊の過去の活動、実績について、お答え

いたします。 

 本市消防における緊急消防援助隊の出

動は、過去に３度実績がございます。 

 まず１度目でございますけれども、平成

２３年３月１１日に発生いたしました東

日本大震災でございます。本市消防本部か

らは、消火救急部隊として、交代部隊を含

めて、２回で計１６名が出動した実績がご

ざいます。 

 ２度目は、平成２８年４月１６日に発生

いたしました熊本地震でございます。こち

らは、救急部隊として、２回で計６名が出

動したものでございます。 

 そして３度目は、平成３０年７月６日、

広島県、岡山県にて発生の平成３０年７月

豪雨災害でございまして、甚大な被災地と

なりました広島県へ消火救急部隊として、

こちらも２回、計１６名を出動させた実績

がございます。 

 消防本部といたしましては、今後におき

ましても、今までに出動いたしました経
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験・教訓を十二分に生かしまして、より迅

速かつ確実に出動いたしまして、効果的な

人命検索が可能な消防体制の確立を目標

といたしまして、現在もあらゆる大災害を

想定した各種訓練に出動し、さらなるスキ

ルアップを目指しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 １１番目の質問、２

回目の今後、導入を計画しなければならな

い資機材についてのご質問でございます。 

 次に、計画していかなければならない資

機材といたしましては、災害活動時等で、

消防団へ情報を伝達するための携帯無線

でございます。 

 現在、消防本部の車両やその隊員には、

情報伝達を行うための車両無線や携帯無

線がございますが、消防団には配備されて

おりません。 

 災害現場で活動する際は、人による伝令

で伝達を行っております。至急に伝達しな

ければならない情報等の周知には、時間が

かかり、例えば危険が迫っているときや緊

急時に退避の必要がある場合などに、情報

伝達に時間を要し、団員に危険が及ぶ恐れ

がありますことから、安全管理や安全確保

のため、無線が必要となってまいります。 

 令和６年度４月の５市による指令共同

運用開始時までの導入を進めてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 はい、どうもありがとう

ございました。 

 １番の健康診断について、ストレスチェ

ックから医師の面談やカウンセラーとか

いろんなことに配慮されているというこ

とで分かりました。このストレスチェック

で、その判断ができたら割と速やかにいく

んでしょうけど、なかなか自分の口から言

い出せないというようなこともあるかも

しれませんので、ぜひまたそういったちょ

っと様子が何か違うなという人は、ふだん

から管理職の皆様には気をつけていただ

けたらと思います。とにかく職員の皆さん

が、元気で心身共に働ける、そういう職場

を目指していただきたいことをお願いし

て、この質問を終わらせていただきたいと

思います。ありがとうございます。 

 ２番目の採用について、保健師、また心

理士とかそういった専門分野の方、採用も

されたということでありました。これから

目指していかなきゃいけないＤＸ推進事

業であったり、子どもやそういった家庭に

対するケアが今、摂津市としては本当に一

生懸命取り組んでいかなきゃいけない大

きな課題であります。そういった専門士を

通して、また経験のない職員がまた学べる

機会にもなっていけたらと思っておりま

すので、今後とも、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 それから、時間外勤務のおおよその算定

については、お聞きをいたしました。 

 あくまでも算定でありますので、実際、

年度が始まりますと、新しい事業が急に入

ったりとか、コロナ対応なんていうのは、

本当に急に入ってきた事業だったと思い

ますし、給付の事業なんかもそうですし、

本当にそういったことは常にあるのが、自

治体の職務だと思っております。 

 ただ、やはり日頃から働き方改革への意

識というのは、やっぱりもっておかないと

いけませんし、そういった意識を醸成させ

るような職場の意識改革、また個人の能力

向上には、ぜひとも努めていただきたいと
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思います。 

 やっぱり、残業というのは、私自身も経

験がありますけれども、いつかどこかで常

態化してしまって、これが当たり前という

ような気持ち、モチベーションがなかなか

上がらず、結局やる気はあるんだけれども、

仕事に本気で向き合っているのかと言っ

たら、そこもちょっとクエスチョンと思う

ことがあります。そういう時間配分が、自

分の体内時計みたいになってしまって、も

っと早くやればできることが、自分の配分

で仕事をしてしまって、残業になってしま

します。もちろん管理職になれば、そうい

った残業というのは、給料にも反映されな

くなって、もっともっと改善しなきゃいけ

ないこともあるんでしょうけれども、ぜひ

そういった働き方改革は、常に念頭に置い

て、この残業の時間、これからもゼロにな

っていくことを目指していただければと

思います。難しいとは思いますけども、少

なくなることを期待していきたいと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。これは終わります。 

 それから３番目、とても分かりやすく言

っていただいて、見せる視点を見る視点に

ということでした。また楽しみに広報を見

ていきたいです。ありがとうございます。 

 それから５番目、人権女性政策課よりご

答弁を頂きました。意識的には、役割分担

の意識が変わってきたように思うという

お話だったと思います。非常にいいことだ

なと思います。 

 男性の方も、最近は家事に積極的であっ

たり、育児に積極的であったり、テレワー

クがふえたことで、家のことをする機会も

ふえたっていうようなこともあります。一

方で、先日も報道かセミナーで言ってたん

ですけど、やっぱり家にいることで、家庭

の中での制約が起こってきているという

ような女性の声もありました。なかなかふ

だんなら、仕事の時間は離れていたものが

ずっと一緒にいることで、生活しづらいと

か、立ち振る舞いがしにくいというような

こともありました。そういったことでも、

これからどのように変わっていくのかは、

様子を見ながらですけれども、この役割分

担の意識が変わってきたことは、すごいい

いことだと思います。 

 もう一つは、女性の生理の用品を今まで

は備蓄品を利用していただいておりまし

たけれども、これから庁内のトイレにも設

置していこうというお話でありました。 

 そもそも、置いていただくことで相談窓

口につなげていくというきっかけだった

と思います。ちょうど去年の３月１５日、

本当に１年前なんですけども、公明党が、

当時の総理大臣であった菅総理に対して

困窮女性を支援するということを申し入

れました。この内容が、この生理の貧困と

いう一つのキーワードだったんです。この

ことによって、今、本当に困窮している女

性がたくさんいるっていうこと、やっぱり

この金額的な負担があるということ、また、

それがちゃんと買ってもらえない子ども

がいるっていうこと、そういったことを表

面化に出した課題だったと思っておりま

す。それに対して、市も即時に対応してい

ただきまして、学校の保健室やそういった

ところで置いていただけるという対応を

していただいたことは、本当にありがたか

ったと思っております。 

 ただ、まだ学校では、トイレには全校置

いていないというような実態があるよう

でございます。この生理について、児童や

生徒がきちんと知るっていうこと、そして

このこと自体が女性の健康にすごい大き
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な問題があるんだということ、そのことで

困ってる人、支援してあげなきゃいけない

人がいるってことを知ってもらうために

は、やっぱり学校のトイレなどにもきちん

と置いて、そのことを理解させてもらいた

いと私自身は思っております。今回、庁内

で置いていただけるという計画があるよ

うでございますが、学校でもぜひそういっ

たことが、子どものうちに理解をしてもら

いたい、そのことが男女の違いの一つでも

あるんだということを知ってもらいたい

ですし、また、これから本当に女性も男性

も関係なく、一緒になってやっていこうと

いう時代になっていく一つの大きなキー

ワードじゃないかと私は思っております。 

 この男女共同参画の今度の計画の中に

も、生涯を通じた女性の健康支援というペ

ージがございました。その中には、性と生

殖に関する健康の権利と尊重というのが

あるんです。ここにもすごくつながってい

く話ですし、望むか望まないかということ

を女性がきちんと選択していいんだとい

うことをやっぱり知ってもらうことにも、

この生理という一つの言葉は、私は関わっ

ていくと思っております。働いて行く中で

そのことが一つのかせになって、仕事がう

まくできない、またもっとやりたいけど、

そこまで自分ができないというとこに足

止めされてるようなケースもあり、私なん

かはそういう時代を生きてきましたので、

ぜひそういったことを視点に男女共同参

画事業、しっかり取り組んでいただきたい

と思います。これは終わります。 

 それから６番目の女性問題の相談事業

についてです。いろんな窓口で、困ってい

る人がいないかということの連携をとっ

ていくというお話でありました。大変いい

取り組みだと思います。いろんなところで

キャッチできる人がたくさんいるという

ことは安心だと思います。私もよく市民相

談で、市役所に行きましょうと言うたら、

市役所は怖いという人が結構いるんです。

怖いと言われて、皆さんどう思われるか分

かりませんけども、確かに市役所に行くこ

となんて、私もこれまで何度もありません

でした。以前は本当に、何か手続であった

り、住民票の取得の際に行くぐらいで、そ

んなに行くことはありませんでした。親の

介護のことでたまたま行ったら、言われて

いることの意味があんまりよく分からず、

これは駄目ですと言われて帰ってくると

いう経験もありました。こういう申請がで

きるんじゃないですかと言うたら、いや、

それは対象外ですなんて言われて、分から

ないこともたくさんあって、やっぱり怖い

というか行きたくないという方が結構い

らっしゃるんです。そういうところで各課

でキャッチして横につなげてあげれるよ

うな仕組みというのは、すばらしい取り組

みになると思いますので、ぜひこういった

連携シートを活用していただきたいと思

います。 

 もう１点は、この女性問題、先日の代表

質問で、一人の若い女性の例を挙げました

けれども、今の若い人は、やっぱり携帯な

んです。携帯電話はもう身体の一部で、そ

れを取り上げられたりすると、本当に自分

はどうしていいか分からない状態になる

ぐらい、もう身体の一部なんです。それぐ

らい携帯でつながることへの安心感とい

うのも一方であるので、今の対面などでの

相談に行くまでのきっかけとして、やっぱ

りＳＮＳの相談受付というのは必要にな

ってくる時代だと思っております。もちろ

ん職員でそれをやるには、これは非常に重

たい内容になってくるし、時間的にもいろ
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んな制約がありますので、ぜひＮＰＯの団

体というようなことを探し出しながら、こ

うした取り組みをどこかで入れていけた

らと思っております。これは、今後の検討

課題として、研究していただきたいと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願いを

いたします。 

 それから８番目の指令・通信事業につい

て、理解をいたしました。ぜひ、この５市

での連携がいい形になっていくことを期

待しております。 

 また、次の１０番目の災害応援の活動で

すね。過去に３回、大きな被災地へ行かれ

て、何人かの方が、そういった災害での経

験を踏まれたということで、その経験は、

この摂津市で、もし災害が起こったときに

は、必ず役に立つんだと信じておりますの

で、ぜひそういったことをいい意味で活用

していただくように、これからの訓練に生

かしていただきたいと思っております。 

 それから１１番目は、分かりました。情

報伝達を迅速に流すための無線を次は考

えていきたいということでありました。や

っぱり口頭での伝達は、どこかで間違えて

いくということもありますので、そういっ

た器械を使った情報伝達のスピードを上

げていくということで、まずは予算をしっ

かりとっていただいて、いいものを整えて

もらえるようによろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。ありがとうございました。 

○三好義治委員長 福住委員の質問が終

わりました。 

 本日の委員会は、この程度でとどめ、散

会します。 

（午後５時３分 散会） 
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